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序

秋田県内には4，500箇所を超える遺跡の存在が知られています。それ

らは私たちの祖先の生活の痕跡であり、埋蔵文化財として今日まで受け

継がれてきたものです。こうした大地に刻まれた歴史は、損なうことな

く未来へと引き継いでいかなければなりません。

近年、高速交通体系や農業基盤の整備など、豊かで快適な生活を築く-

ための地域開発が大規模に行われ、埋蔵文化財保護との調和を図ること

が急務となってきております。遺跡分布調査と遺跡範囲確認調査はその

ための基礎となるものであります。

本報告書は、平成12年度に国庫補助事業として実施した県営ほ場整備

事業@日本海沿岸東北自動車道建設事業などの遺跡分布調査と、県道整

備事業@日本海沿岸東北自動車道建設事業@琴丘能代道路建設事業など

の遺跡範閉確認調査の結果をまとめたものであります。

報告書をまとめるにあたり、調査に御協力いただきました関係各機関

に感謝申し上げるとともに、今後とも埋蔵文化財の保護につきまして御

理解くださいますようお願い申し上げます。

平成13年 3月

秋田県教育委員会

教育長小野寺清



例 仁3

本報告書は平成12年度に秋田県教育委員会が国庫補助金を得て実施した遺跡分布調査と遺跡範

閤確認調査の報告書である。ただし、いずれも平成12年4月から平成12年12月までに実施した調

査の結果報告である。平成13年 1月以降に実施した調査については、来年度に報告する予定であ

る。このほか、平成12年 1月から 3月までに実施した遺跡分布調査及び遺跡範囲確認調査の結果

報告を平成11年度補足分として掲載した。

2 本報告書に記載の遺跡分布調査・遺跡範囲確認調査は主に秋田県教育庁生涯学習課文化財保護

@秋田県埋蔵文化財センターの職員が担当した。報文は遺跡分布調査については秋田県教育庁

生涯学習課文化財保護室、遺跡範囲確認調査については各調査担当者がそれぞれ作成したものを

秋田県埋蔵文化財センターが編集した。

3 本報告書に使用した地図は、国土地理院発行の50，000分の l及び25，000分の l地形図と、日本

道路公団@国土交通省・県建設交通部・県農政部が作製した平面図である。

なお、第6図は50，000分の lを40%、第7・8図は25，000分の lを50%、第10図は25，000分の

lを80%、それぞれ縮小して作製した。
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第 l章はじめに

国庫補助を得て実施した遺跡詳細分布調査のうち、平成11年度の補足分は、県営ほ場整備事業等の

遺跡分布調査7件、主要地方道道路整備事業等に係る遺跡範間確認調査3件である。平成12年度は日

本海沿岸東北自動車道建設事業、琴丘能代道路建設事業、県営ほ場整備事業等に係る遺跡分布調査47

件と、日本海沿岸東北自動車道建設事業、琴丘能代道路建設事業、県営ほ場整備事業等に係る遺跡範

囲確認調査は件である。これらの調査はすでに策定しである調査要項に基づいて、秋田

学習課文化財保護室職員、秋田東埋蔵文化財センター職員、秋田市、横手市、本荘市、男鹿市、湯沢

市、鹿角布、鷹巣町の専門職員、それに地元教育委員会職員の協力を得て、平成12年 1月から平成12

年12月にかけて実施したものである。

第2章平成12年度遺跡分布調査&遺跡範囲確認調査実施要項

第 l節遺跡分布調査

1 調査の目的

開発予定地内を踏査、試掘して遺跡の有無を確認し、遺跡の保護策を講ずる。

2 調査の方法

( 1 )計臨地域の範囲内で遺物の表面採集および試掘調査

に、遺跡の性格についても把握する。

( 2 )確認された遺跡は地図に記入し、位置を記録する。

( 3 )遺跡の状況、

3 事業主体者

秋田県教育委員会

4 調査担当者

を写真撮影し、遺跡の概要も記録する。

して遺跡の所在

秋田県教育庁生涯学習課文化財保護室(藤津呂、谷地薫、武藤祐浩、泉田健)

るととも

秋田市教育委員会(安田忠市、伊藤武士)、横手市教育委員会(津谷敬、石田正明)、本荘市教育

委員会(長谷川潤一)、男鹿市教育委員会(泉明、竹内弘和)、湯沢市教育委員

鹿角市教育委員会(秋元信夫、藤井安正)、鷹巣町教育委員会(岩越宏典)

5 市町村教育委員会担当者

斉藤千代繁(大曲市)、亀沢修(小坂町)、大黒文平(比内町)、佐藤晋、中島英樹(上小阿仁村)、

田村征孝、佐藤潤ー(山本町)、米森伴宗(峰浜村)、門間裕.(飯田川町)、伊藤健-(井川町)、

三浦芳春(矢島町)、佐々木武二(岩城町)、粛藤一樹(象潟町)、藤原千佳子(角館町)、

高橋利省、阿部利美(中仙町)、伊藤聡(田沢湖町)、豊島勝志、柳原法子、滝沢清寿(協和町)、



第2章 平成12年度遺跡分布調査@遺跡範閤確認調査実施要項

佐藤正悦(南外村)、細川良隆(太田町)、煙山光成(千畑町)、皆川順子、佐藤憲雄(雄物川町)、

藤木頼己(稲川町)、菅原英樹、古谷政弘(東成瀬村)

6 調査対象地域及び事業名

水平成11年度補足分(平成12年 1 月 ~3 月)

No， 卒業者 著E 業 名 事業 1也 訴ij ま j羽 IHI 調iま1!11ヰ 調ま結果等

IIIJf'，農政部 県営土地改良総会主主備事業 船越t巨木j也IR 男鹿市 3月8EI 試問 当市j!r)事業j也1)1では遺跡は1Iu'認されなかった。

2 1 !系農政部 県営ほ場整備事業下新城西部地区 秋開市 3Ji71こl 試拘i 事業地内で淘旬ju)遺跡 l筒所を確認。

3 県農E支部 県営tま場整備事業 内越地iま 本荘市 3月1.]・16・22Fl 踏査・試J草1 平成 12年度事業Jl~1吋ご新発見の遺跡 2 償írW を磁=.'7J

4 県農政部 県営lま嶋監備事業新荘地IZ 矢島sI] 2月17日 試~i]
で新花見の遺跡、さ1れ泊所なか在硲1認7こ。。5 県農政部 県議'ほ場主E備事業主iヶ岡地区 失cv汀 2月18日 主t品，jl

6 県民政部 県営ほ場数備事業票、Jtrl区j也区 田沢湖町 2 J] 3 EI、3月2:1日 訟(]組 事業地1"1で周知1u)遺跡1箇所をii{!'芯

7 県農政部 水潔与室1詰事業 J実関街地区 労!箆市 l月1!)・2811 路一夜・主¥]認 事業j世1'1じ周知l(})_i1d.助、 1i笥所在篠認。

キ平成12年度分(平成12年4月--._，12月)

目仏 事.業者 著E :業 名 事業 j也 調査 i羽 IHI | 調査内容 調査結果等

i 日本道路公団 日本海沿岸東北自動車道建設卒業 本荘お1品開1 本'11:市・宮城間]
ろ月:10・:JlEl、 (jJ'j 11、りJJ

踏査・試品H
事業j也1)1で関知U)遺跡 1li号i所、事r-JE ifo J) .ì!l}~~; 2筋向「を

12日、 llJJJ2.1 E! 確認。

2 殴オニ交通省 主手」主Ij~f\道路建設事業 能代南能代夜間 能代市
7月6・iEI、8。月日2・1・30・31 路、変・主¥1認

築地内で周知]0)遺跡、 6 鎧l所、事見(T)j立 ~./)t :1箇所を
F!、 11FJ14・1"・2 ii(l;itZo 

3 国土変通省 琴丘能代道路建設事業 能代夜 、ソ ~I二悶 能代市 日月llFl 路変 事業j也 1)'1のf~]立を行い、試J絹地点を選定。

4 関土交通省 大館西道路建設事業 k主宮市 7月25EI、8月1F!、l11J8 !，J r。水EiJサ
事業j世l'、lで周知]uJ遺跡日約所、新発足の遺跡3館所在
硲認。

5 園土交通省 角館バイパス建設工事 fJj紅]IIIJ IIlJJ21l日 路交 事業地内0)路盗を行い、試J沼地点合選定。

6 1 I週土交通省 湯沢績予道路建設事業 潟沢即時間 i号沢市 6 J~ 6・7・・2:1F! 言¥J紹
引オて>l!.!.J'J¥.，. 去発を見の行遺い跡、試iJ箇潟地所点在'係在:選認。定K

7 国土交通省 /j\t瀬ゲム~設事業 東成瀬村 9月九・ 6EI、llJ月18・19fl 路i主:

8 県建設交通部 国道282号国道道路改築事業(錦木ノ¥イノfス) !l1i角市 5月16・2:，・2.1日 踏査・試J間 事業地内で周知の遺跡 li諸問Tを確認。

9 1 I県経!設受iili部
主要地方道十二所花輪大t号線緊急j也方道路設備事業

日互角市 5 FJ 16・2:1・24EI ~ij]ま・試綿! 卒業地内で周知O.J.il:!lIiA;1釘所在日i認。(西町パイパヲ)

10 県建設交通部 国道105号悶道道路改築工事 平年、台1I1J 10月24日 踏査 事業地内の路査を行い、試])，]¥地点定。

11 県建設交通部 特定交通安全施設等整備τ事 比内IIJf 9 J'J 12日 路変 事業地内で周知の遺跡 li宮i所を確認。

121 !県建設交通部 主要j也;'jj蓋秋悶岩見船岡線緊急地方道路整備事業 秋UJ市 9月26日、 12FJ12日 E吉1E.試部l 事業地内で周知の遺跡、2街所在日E認。

13 県建設交通部 主要地方送秋田八J'lli潟線、{高速交通関連道路整俄事業 1i.J，成[II11T 10月25日、 llJiS日 路査 事業地内で新発見の遺跡 l1f!jT苛を舷認。

14 県建設交通部 主要地方道本経泊1111二It角館線地方選道路改築事業 残1111:1仁川 9月22日 踏査 事業地内で!沼何Iの遺跡 li河内「主的認。
15 県ij!設変j白f，s 砂子沢ゲム建設事業 u、問IIJ 10月I:lJI 日告盗 事業j也内ピ間生IWJ遺跡l綴所をli{!認。

16 1 !県建設交通部 秋問中央道路建設事業 秋田市 日月26日 lIii査 オミ岨i に同T.llり氾州、1l筒筒所所在在'日認。
17 県建設交通部 手川i見筈111旧等関連緊急事業 本務市 12月26ドi 試J初 二巴t'J'、旧JλIJV))!::!jl"'J'

18 県健康煽祉総
県立JlililfIl営研究センヲーガンマナイノ治療室j曽築工

秋日Jrli 1月llH 日古1ま 事業地内で!認知の遺跡 Igきj)i)i;'ci.'li{rt認。

19 保健康福祉部
県促1H長I詞jjJ;交ifJiセンター(二Lブォ レlil，y，Ji!jl'品目的事

河辺町 11月22EI 事業地内でIJ遺跡;1土政認されな:かった。空主

2IJ 1 !県H!t政部 ~'fl，営土地改良総合愁術事業 j二在、紅地区 j二小阿iート; 4月20F! 試J草! LfJ{f認されなかったの

21 県s!J.J支部 ~~J~なはf号1在日n事業 金岡地区 IU本IIlf
6 !'J ・21J・22日、 lIRI4F!、 12

日告白!・試])，j] 平成12-.13"-1三J:ll"Jg住地内で品l知j(!)法跡2筒所在'日JJ 6 f! 
22 県lf!k政筒l 県信IJ:Ji，l整備事業 大久保{持I也氏 由主/)，，1す 1 m5EI、6FJ 2:1 1'1 N;t;]ま・試拘! 平成12"1二度事業地内で問先]0')，;世Wiff.1 1，r，jl'Jiを確認。
2:31 際政部 県?せはj~H在備当事業 飯塚地区 飯日JJIIIIIJ 11月2E! 路;を・試J最! 平成l九年度事業地内で間知]0)道断、 l1f!j所在fJli認 3
2.1 県成政部 県営ほj持銭。iill4~業 :11'川東部地区 JドJlIIIIJ 11月21EI 路企一 事業地内の踏まな行い、試J沼地点在:選定。

25 県HU支部 県営ほj勢1藍備lff主主 新'IJ:J也区 矢島IIIJ 6月21日、 12Ji7 L! r式訪il 平成1:以下!空事業i也1)1で新発見の道跡 li笥所在'1iM認。
知県g!k政部 県営ほi持1主俄事業 木花地iま 矢島町 12月21E! 詰¥1市! 平成1:15.ド!臭事業I也内じ新発見の;註閥、 l箇所在'確認。

27 県HH支出 。営ほ場~IIIn IJî* ラ陣地l三 矢島IIIf 611 8日、 12月7日 試扮! 事業j也内でIH!~串IH(f，認されなか♂ ，j，こ。

28 !Jf;n~政部 県常ほ~JJ控訴有事業 矢I;I，J也|主 矢島由l 12月21日 E古itr:・詰¥j市i 平成12"f.1:ll'事業地内で周知!のjll湖、 fi高所在日認。
29 県cu:政訪日 L平常ほ)j，ì~俄事業 大砂川J也!ι 争Æ~IIIJ 日月24・2.1JI 試読11 ぃ "川町

九() !ffU!~政吉f\ Vj~';~;ほ均整備事業 IItJ、ソ段東部11i!1之 大1111市
月JJ2.1日、 7fJ ，1・7行、 IUJ

踏;配・試侃 ii{!'マ-ヨ日 ひごJロl!!.r 
筋1ザ[， 'îií フじフじノ砧E ノ~ 1筒所を

19 EI 

V~、農政部 L早?誌はJA.H控訴自立業 1:I:ti:J也|主 協和1111J 7)] 6 E! 踏査・試{事! に }た。

32 県eu.z古11 県営土地改良総合1在術事業 孫合Jt!!1花 協和IIIJ 5 11 1日、 6月り '1 日告友・試lll] 1ニ。
:{3 県CH支部 県営ほI舟準備事業 主1'，当'i1-.J也13: 角館町] 11 I:J 28 EI ~ii r!E .詰t1¥11 当慌の事業j也li1ではi立幼;1;J:li{，認されなかった。

:).1 県農政m~ ~?，'訟は均1在日作業 長楽寺地区 '1'(111111) 
S FJ2'i日、 6JJ 16・2:{日、 8月

日告iま・;武J員! 事業地内で);¥J名11の遺跡1筒庁をii{!:認。
1011 

J 、戸b L尽);"政吉Ii l}f，')M'(まj持整備事業 7E阪地 'l'iIJllllf' fiJffP，l!lr 日H2'iICJ ~í'i:r!E 事業地rJlで間知!の遺跡、I筒所をfJ{ri認。

;{6 !J?çß~ if:女 ffli 県信';l j~r]l'色 ilìi'h :.R 'l'illijy.jiftiJ也i三 '1'{iIIUlf 'i JJ 251!、12FJZIJ・2日LI Ni'i1E・;式訪!
エIZP!i:J:lllô l主事業Jl~l)l で間生11のi立日赤î;向1 1\仁事rJi吉見の3誼
跡 li8P苛係

:li ~!flçß~il:lz fm 県営I1Jl，)jI;'備事業八阪地区 '1'{i111l1f うFJ2百l' ~í'il'[ 'Jf築地1)10)踏査をい、試品11地点在選定。

:18 県JJ~æ女郎 県'i~;1 ま Ji;l1Í;' ÚITl 'j仁生駒IなItJ也 1、111111] 4月12日、 Gfl 2・31l!! 路li・試jlli
当初O)']î~，在地内で関空110)j立跡、 l 儀所、新発見び)遺跡 l

約所{，'li(!認。

~rpçn~il:企部 り~';~.'ま Jj，)j除。Iìi 'Jf 1i +~i・小 IIUIIJ世 1 ，( Hll1ll1] 12)] Iり11 F自:配・試J君! 跡平成151135年所度有正弘事業地内で府知の遺跡3筒所、 新!発¥i!u)滋

10 ~，;" g~il空白: U(、符ーut!!改良総合整備事業 凶/叉j世1/; 計j外1I 11)]711 ~í'i .iま品 E硲引dオポ認て岨.J~I 仰阿3υF人川、

.11 L日fl!til支部 |三iI~J世 I品子市 1 JJ 26 11 路査・試{防l 当市1の事業地内で!詩句IO)jJ:i!;¥ff， 1的所を確認。

.12 県t生日空前 ~ぷf ほJi;ll在{持E完全 街地i也!ぇ ]ijf物IIIIIIJ I I JJ:lOI! 結晶i・示tj)，iJ で品1空'1]0)遺跡奇所を的認。

13 県HH支部: !J;~')止は Ji，l '!ffVITl 'Jf業主L見j也l瓦 泌物JlIIIIJ 6 JJ 2211、I0Jl17・1811 ~t;1[' ，式抗il :すごτ
で周知!のj世銚2i高所を確認。

，14 (!j~ß!H~rm 一般C~道整備事業 牧j!f安すで也l三 リl&'!Irli 6 JJ 8 1I、iJJ 11・1211 Wll主・試J紛 当所1の事業j世I}jでTli従兄U)j註跡2i?Ii所生'fJ{(誌α
IS 県際政指: 一一再生成道i世俗!l[i品)fJ也氏 係IIIIIIJ 10月1211 試品日 IJ~築地内では遺跡l土硲認されなかたG

46 IJiUl切支ffli IJIH)，~，:i!í- Il!ti直張。iilijt:主主 北沢4JVIJ也1ヘ ;]'11世IIIJ 11)J:11J11 lii'i:rを 'Ji築地内では遺跡;IH{!認されなかすたr

17 教育 ~'iL)Lit総 ;r~等学校改築事業 !l1if!jr詰
!I JJ IfJ!l、l1JJJ26[J、 12JJ1・

踏査・注¥l君! '11築地内で新発兇の遺跡 I筒所を硲認。8 1'1 
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第 2節遺跡範囲確認調査

1 調査の目的

開発事業計闘に係る遺跡の広がり、埋没の度合い、時代とその性格を知るために、当該地域での

遺物の表面採集および小規模の発掘調査(遺構確認面までの掘り下げ)を行い、当該埋蔵文化財の

保護と保存を図る。

2 調査の方法

( 1 )地形を考慮したトレンチおよ して行う。また、遺構等が確認され 、で

きるかぎり面的に調査地域を広げてその確認に努める。

( 2 )確認された遺構@遺物、堆積土の厚さ、遺物包含層など などにより記録する。また、

遺跡の全景と発摺調査状況、遺構砂遺物の確認、状況などは写真撮影をする。

( 3 )使用する地形図は開発部局で作製した一番大きな縮尺図面とする。

3 事業主体者

秋田

4 調査担当者

秋田県埋蔵文化財センター

調査課長補佐 児玉準、柴田陽一郎

学芸主事油川龍一郎、五十嵐一治、石津宏基、泉田健、磯村亨、大森浩、利部修、

河田弘幸、古川孝、小林稔幸、粛藤重降、鈴木茂、半田あきは、藤原司、

松本

文化財主事宇田川浩一、小山有希、

非常勤職員足利直哉、

古川耕太郎

遠藤元、太田剛、 小野寺ゆかり、

亀井崇晃、工藤直子、倉田伸治、栗原拓、小津昌広、小西秀平、

佐々木政任、関友明、樽川章弘、千葉史宏、豊14鳥健晃、永津智子、成田雄毅、

藤原寛子、藤原泰史、 LU中徹、和田哲郎

5 事業名@調査対象遺跡。調査期間@

ヰ平成11年度補足分

事 業 名 遺跡名(所在地) 調査J{:J] 1間 調宜担当者No. 

一般地方道森岳鹿渡線路
古館堤頭l[遺跡(山本町) 平成12年 3 月 6 日 ~17 日 児トj主ト古J11 (耕)

切除去F工事

2 
主要地方道秋田昭和線地

大松沢 I遺跡(秋田r!1l 平成12年 3 月 8 日 ~17 日 磯村@泉EU.半田
方道道路改良事業

つ
主要地方道寺内新屋雄和

諏訪遺跡(秋田市) 平成12年 3 月 6 日 ~14 ・ 22 日 柴田・藤原(可川松本@石津
し}

線地方特定道路整備工事
よ一一一一一

円。



第2章平成12年度遺跡分布調査@

*平成12年度分

No. 事 業 名 遺跡名(所在地) 調査期間 調査担当者

主要地方道十二所花輪大

湯線緊急、地方道路整備事 柴内館跡(鹿角市) 平成12年 9 月 25 日 ~10月 20 日 宇田川@小林(稔)

業

2 
国道282号聞道道路改築

物見坂麗遺跡(鹿角市) 平成12年 9 月 25 日 ~10月 13 日 河田@半田
事業

西ノ沢遺跡(能代市) 平成12年10月 2 日 ~20 日 村上
3 琴丘能代道路建設事業

塞ノ神遺跡(能代市) 平成12年 9 月 25 日 ~10月 20 日 渡遅

国道105号国道道路改築
諏訪岱E遺跡(森吉田J) 平成12年11 月 13~15 日 小山

4 
工事

長野岱盟遺跡(森吉町) 平成]2年11 月 8 日 ~10 白 古川(孝)

主要地方道秋田八郎潟線

5 高速交通関連道路整備事 開防遺跡(五城目町) 平成12年 11 月 27 日 ~12月 1 El 半田@村上
業

6 
主要地方道秋田岩見船岡

ノ関遺跡(秋田市) 平成12年 12月 11 日 ~15 日 大森@古)11 (耕)
線緊急地方道路整備事業

7 
県営ほ場整備事業 間)11谷地@厨川谷地E遺跡

平成12年12月 4 日 ~15 臼 利部@粛藤(重).鈴木
土崎@小荒川地区 (千畑町)

日本梅沿岸東北自動車道
中ノ自遺跡(本荘市) 平成12年11月15El ~21 日 磯村@油JII

8 
建設事業

上谷地遺跡(本荘市) 平成12年 11 月 15 日 ~21 日 磯村@油JlI

9 湯沢横手道路建設事業 堀量遺跡(湯沢市) 平成12年 9 月 11 日 ~29 自 小山

- 4 -



第2節遺跡範囲確認調査

番多遺跡分布調査(平成11年度補足分)

盤遺跡分布調査(平成12年度分)

A 遺跡範囲確認調査(平成11年度補足分)

畿遺跡、範同確認調査(平成12年度分)

※図中の番号は前記の遺跡分布調査・

遺跡範l耳確認調査の J覧表中の
番号に対応するの

第 i図 遺跡分布調査@遺跡範囲確認調査位置図

F
h
d
 



第3章調査の記録

第 l節遺跡分布調査

1 .平成11年度補足分

( 1 )県営土地改良総合整備事業船越根木地区

男鹿市船越根木地区に採択された土地改良事業で、計画面積56hα、平成15年度まで 5笛年計画の事

業である。事業予定地周辺には、根木I遺跡、根木E遺跡、根木町遺跡が周知されている。このうち、

当面の事業予定地について試掘した。

調査の結果、周知されている各遺跡は古砂丘に立地しており、遺物の表面採取が可能なことを確認

したが、事業予定地である水田もしくは休耕田においては遺構の検出はできなかった。ただし、施工

計画が客土及び水路整備を主としたものであることから、工事施工の対応については工事立会とした。

なお、事業予定地には今後調査の必要な地区を残している。

No. 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備 考

i:N.木 I遺跡 男鹿市船越字根木 縄文 原野 e畑地 縄文土器片 周知の遺跡

2 根木E遺跡 男鹿市船越字根木 弥生 畑地 弥生土器片 周知の遺跡、

3 恨木町遺跡 男鹿市船越字根木 市代 畑地・水田 . . . . 周知の遺跡

4 . . . . 男鹿市船越字根木 . . |水田 なし

第 2図 県営土地改良総合整備事業船越根木地区@水環境整備事業挟間田地区分布調査位置図

( 2 )県営は場整備事業 下新城西部地区

秋田市 F新城西部地区で実施されているは場整備事業で、計画面積220加、平成14年度まで 5箇年

計画の事業である。平成11年11月に実施した試掘により、熊野田遺跡が事業予定地にあることが確認

されたが、その部分の工事施工については設計変更による文化財の保全を図ることとなった。ただし、

事業予定地北端の排水路設置部分について埋蔵文化財の状況把握が必要となり再試掘した。

調査の結果、一部で熊野田遺跡の遺物包含層に対応する土層が確認されたが、出土遺物が土師器片

i点と少なく、遺構も確認できなかった。このため、工事施工の対応については工事立会とした。な

お、事業予定地には今後調査の必要な地区を残している。

- 6 



第3図 県営ほ場整備事業下新城西部地区分布調査位置図

( 3 )県営ほ場整備事業 内越地区

第 l節遺跡分布調査

本荘市内越地区で実施されているほ場整備事業で、計画面積350加、平成15年度まで 8筒年計画の

事業である。このうち平成12年度事業予定地につし、て踏査及び試掘を行った。

調査の結果、新発見の遺跡2箇所が事業予定地にある、ことを確認した。大賞遺跡では土師器、須恵

器が出土したほか土坑、柱穴を検出した。このため、原因者と施工計画lこっし、て協議し、設計変更に

より文化財を保全することとし、工事施工にあたっては工事立会の対応をとることとした。また、新

ウルイノ遺跡では土師器片、須恵器片が表面採取できたが、試掘により旧耕地整理などによる削平の

著しい状況が確認されたことから、工事施工の対応については工事立会とした。なお、事業予定地に

は今後調査の必要な地区を残している。

第4図県営ほ場整備事業 内越地区分布調査位置図

( 4 )県営ほ場整備事業 新荘地区(位置図は第29図)

矢島町新荘地区で実施されているほ場整備事業で、計画面積42加、平成15年度まで 6ヵ年計回の事

業である。平成12年度事業予定地について試掘した。

調査の結果、事業予定地での新たな遺構、遺物の確認はできなかった。なお、

調査の必要な地区を残している。

7 
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第3章調査の記録

( 5 )県営ほ場整備事業針ヶ岡地区(位寵図は第31図)

矢島町針ヶ岡地区に採択されたほ場整備事業で、計画面積26加、平成15年度まで 5箇年計画の事業

である。平成12年度の事業予定地について、踏査及び試掘を行った。

謂査の結果、新発見の遺跡 i筒所を事業予定地に確認した。下針ヶ岡遺跡では遺物の散布が希薄な

こと、遺構を検出できなかったことから工事施工の対応について工事立会とした。

ぬ|遺跡名| 所 在 地 |時代|現況|遺構・遺物|備 考

6 I下針ヶ岡遺跡 i矢島町針ヶ岡字下針ヶ岡 |縄文 |水田 |縄文士器片 |新発見の遺跡

矢島町針ヶ岡字下針ヶ岡 田レト
一l
d
ノ
' なし

( 6 )県営ほ場整備事業黒倉堰地区

田沢湖町黒倉堰地区で実施されているは場整備事業で、計画面積439加、平成16年度まで9箇年計

画の事業である。平成12年度以降の事業予定地について試掘した。

調査の結果、周知の遺跡3箇所を事業予定地に確認した。羽根ヶ台 I遺跡、羽根ヶ台E遺跡では遺

構、遺物を確認できなかったが、ともに遺物包含層の可能性のある土層を確認したため工事施工の対

応について工事立会とした。高野遺跡では遺物包含層を確認した。この対応については協議中である。

第5図 県営ほ場整備事業黒倉堰地区分布調査位置密

( 7 )水環境整備事業 挟間田地区(位置図は第2図)

男鹿市挟問団地区に採択された農村生活環境整備を目的とした事業である。事業予定地について踏

査及び試掘を行った。事業予定地周辺には、周知の遺跡3箇所がある。

調査の結果、事業予定地が脇本乍木I遺跡には及はないこと、脇本打ヶ崎遺跡では土師器片の出土、

!協本城跡では土坑などを確認した。この結果を踏まえ、工事方法について一協議し、工事方法の変更に

より文化財を保全することとし、工事施工にあたっては工事立会の対応をとることとした。

- 8 



第 l節

2.平成i

( 1 )日本海沿岸東北白

岩城町の岩城 1Cから

周知の遺跡 i箇所、

1 Cまでの21.~-j kmのう

つ

をしアこO

いては

寸

心。

医

お
4
1
山

刊行本沼

第6図 日本海沿岸東北自動車道建設事業本荘岩城間遺跡分布調査位置図

- 9 



3主主 調査の記録

( 2 )琴丘能代道路建設事業能代南能代東間

琴丘能代道路建設事業予定地で、能代市の能代南 1Cから能代東 1Cまでの6.71恨の区間について

試掘した。

調査の結果、周知の遺跡6箇所と新発見の遺跡3箇所を事業予定地に確認した。このうち塞ノ神遺

跡、西ノ沢遺跡については、平成12年度内に遺跡の確認後に範囲確認調査が行われた。此掛沢盟遺跡

については遺構@遺物ともに検出されず、工事施工の対応としては工事立会とした。また、清水上遺

跡については、土地改良時における地形改変等の影響が大きく原地形を確認するに歪らなかったこと

から、周知されていた遺跡推定範囲が事業予定地まで拡がらないことを確認した。残る 5箇所につい

ては範囲確認調査が必要である。なお、残る能代市繊浜u地区の水田部分については、今後試掘

している。

No. 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構@遺物 備 考

清水上遺跡 能代市浅内字清水上 縄文@古代 畑地@水田 なし 周知の遺跡

2 横長根A遺跡 能代市浅内字横長根 古代 畑地 士師器片 周知の遺跡

3 ムサ岱遺跡 能代市浅内字ムサ岱 市代 畑地 竪穴住居跡.:::C師器片 周知の遺跡

4 上ノ山E遺跡 能代市浅内字上ノ 111 吉代 畑地@原野 土坑 周知の遺跡

5 此掛沢田遺跡 能代市浅内字此掛沢 縄文@古代 畑地@山林 なし 周知の遺跡

6 塞神E遺跡 能代市学塞ノ神 縄文 畑地@山林 縄文土器片@石器 新発見の遺跡

7 塞神遺跡 能代市字纂ノ神 古代 111林@原野 柱穴跡@土師器片 周知の遺跡

8 西ノ沢遺跡 能代市河戸)I1字西ノ沢 縄文 山林 土坑@縄文土器片 新発見の遺跡

9 柏子所E遺跡 能代市字柏子所 縄文@古代 山林@原野 縄文土器片@土師器片 新発見の遺跡

10 母唱善 命 @ 能代市繊測字堤下 @ 水田 なし

11 勉@ 能代市織田j字苗代沢 母@也癒 水田LlI林 なし

( 3 )琴丘能代道路建設事業 能代東二ツ井間

琴丘能代道路建設事業予定地で、能代市の能代東 1Cから二ツ井町の二ツ井 1Cまでの10kmのうち、

昨年度までに踏査を終えている能代市鶴形地区及び二ツ井 1C周辺地区を除いた市町境ーから東側約

2.5kmの区間について踏査した。

している。

した。また、試掠必要箇所の選定を行い、昨年

@試掘必要筒所の選定を終了した。この区間について

- 10 -



第 7~ 琴丘能代道路建設事業 能代高能代東開遺跡分布調査{立置闘

第8密 琴丘能代道路建設事業能代東二ツ井関遺跡分布調査位罷図

部

円

加

山



第3章調査の記録

( 4 )大館西道路建設事業

大館市の大館西道路建設事業予定地6.2kmのうち、現在暫定供用されている南側4.6加を除いた大館

北 1C予定地へ至る1.6切について、踏査及び、試掘を行った。

調査の結果、周知の遺跡2箇所を事業予定地に確認した口釈迦内中台 I遺跡、釈迦内中台E遺跡に

ついては今後範閤確認識査が必要である。なお、大館北 1C予定地については今後試拐を予定してい

る。

第9図 大館西道路建設事業遺跡分布諦査位置図

- 12 



第 l節遺跡分布調査

( 5 )角館バイパ

田沢湖町羽根ヶ台を起点に角館町月見堂を終点とする6.1胞の事業予定地全線、の踏査を行い、試掘

必要箇所の選定を行った。試掘必要笛所については今後試掘する予定である。

第10図 角館バイパス建設工事遺跡分布調査位置図

i3 



第3章調査の記録

( 6 ) 

湯沢市の湯沢 1Cから雄勝町の雄勝 1Cま

までの約3.9kmについて踏査及び試掘を行った口

調査の結果、新発見の遺跡 l

間確認調査を行った。

2kmのうち、湯沢市関口から湯沢市上関

し ついて

第11図 湯沢横手道路建設事業湯沢雄勝間遺跡分布謂査位置図
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第 1節遺跡分布調査

( 7 )成瀬

成瀬川上流部の東成瀬村椿側地先にダムサイトを建設し、

積2.35knlの多円的ダムを建設する事業である。成瀬)11とその k流の赤JII

19.5m、湛水面

Jコ

し を行い、 勺 Tこ口 る予定である。

第12図

-
弓
リ



第3章調査の記録

( 8 )国道282号国道道路改築事業(錦木バイパス)

鹿角市の国道282号国道道路改築事業のバイパス道路予定地3.8100内について、踏査及び試掘した口

調査の結果、事業予定地に隣接する周知の遺跡 l笛所について、周知されている範囲より事業予定

地内へ拡がる事を確認した。物見坂田遺跡については、平成12年度内に範囲確認調査が行われた。

I : 25，000 
1500 

第13図 国道282号毘道道路改築事業(錦木バイパス)遺跡分布調査位置図
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第3章調査の記録

(10) 

森吉町内

試掘必要箇所につい

(11) 

比内町長問で計画されている、

査を行い、周知の遺跡 l

し1ことか

1 、、

る。

「道の駅j となる

した。長岡城跡は、

としアこO

18 

った。

の踏

きわめて小さ



(12)主要地方道秋田岩見船関線緊急地方道路整備事業

秋田市太平山谷字一ノ関

定地の踏査及び試掘を行った。

秋田市太平山谷宇中山谷を終点とする

第 l節遺跡分布調査

1.7kmの事業予

調査の結果、周知の遺跡、2箇所 に確認したほか、試掘必要館所の選定を行った。一ノ

関遺跡については、平成12年度に範閤確認調査が行われた。上皿見内遺跡については、今後範閤確認、

調査が必要である。試掘必要箇所については今後試掘する予定である。

第17国 主要地方道秋田岩見船同線緊急地方道路整備事業遺跡分布調査位置図
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第 3章調査の記録

(13)主要地方道秋田八郎潟線高速交通関連道路整備事業

日本海沿岸東北自動車道五城目 ICと国道 7号及び国道285号を結ぶことを目的とし、八郎潟町夜

叉袋を起点に、八郎潟町川崎を終点とする工事延長2.11回の県道整備事業である。事業予定地の東側

部分0.48回の踏査を行い、新発見の遺跡 l箇所を確認したほか、試掘必要笛所の選定を行った。開防

遺跡については、平成12年度に範囲確認調査が行われた。試掘必要箇所については今後試掘する

である。

第18図 主要地方選秋田八部潟線高速関連道路整備事業遺跡分布調査位置関

20 



第 1節遺跡分布調査

(14)主要地方道本荘西仙北角館線地方道道路改築事業

西仙北町野田を起点lこ、西仙北町田、ソ谷を終点とする工事延長1.55kmの事業予定地の踏査を行い、

周知の遺跡 1筒所を確認したほか、試掘必要箇所の選定を行った。試掘必要箇所については今後試掘

する予定である。

(15)砂子沢

砂子沢

第19国 主要地方道本荘西仙北角館線地方道道路改築事業遺跡分布調査位置密

った。試掘必要箇所については

し、周知の遺跡 l箇所を確認したほか、試掘必

ゥr
合) る。

第20図 砂子沢ダム建設事業遺跡分布調査位置関
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第3章調査の記録

(16)秋田中央道路建設事業

秋田市旭北錦町を起点に、秋田市手形字西谷地を終点とする工事延長2.41回の事業予定地のうち、

開削工事となる千秋公園の堀部分について、踏査及びボーリング調査結果の確認を行った。

試掘調査の方法等については今後協議する必要がある。

第21図 秋田中央道路建設事業、県立脳血管研究センターガンマナイフ治療室増築工事遺跡分布調査位護国

(17)辛}f I災害復旧等関連緊急事業

本荘市川口の芋川と子古川の合流点から芋川橋までの左岸の事業予定地の一部について試掘を行っ

fこO

調査の結果、菖蒲崎貝塚の一部が北側に広がり、

いては、今後さらに試掘が必要である。

ことを確認した。この遺跡につ

第22図 芋)11災害復i日等関連緊急事業遺跡分布調査位置関

22 



第l節遺跡分布調査

(18)県立脳血管研究センターガンマナイフ治療室増築工事(位置図は第21図)

増築予定地の踏査を行い、周知の遺跡 l箇所を確認、した。増築予定地について、現在の建物の設計

図書及び施工管理書類を照合した結果、現在の建物の建設によって既に遺跡が消滅している区域に含

まれる可能性が高いことから、工事施工の対応については工事立会とした。

(19)県健康増進交流センター(ユフォーレ)温泉井掘削事業

河辺町の黒健康増進交流センター温泉井掘削工事(ボーリング)予定地について、温泉井戸及びポ

ンプ施設を伴う制御施設の建設が予定されていることから、予定地の踏査及び試掘した。

調査の結果、予定地において遺構@遺物とも発見されず、また立地が三内J11と丸舞川合流地点に形

成された河原跡であることがわかり、工事施工の対応は終了した。

第23図 展健康増進交流センター(ユフォーレ)温泉井掘削事業遺跡分布調査位置関
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第3章調査の記録

(20)県営土地改良総合整備事業 上仏社地区

上小阿仁村上仏社地区で実施されている土地改良事業で、計画面積26加、平成15年度まで 6箇年計

画の事業である。このうち平成12年度事業予定地について試掘した。

調査の結果、事業予定地に遺跡、は確認できなかった。

No. 遺跡名 所 在 j也 時代 現況 遺構@遺物

也毎 .. 上小阿仁村仏社字日影 .. 水田 なし

2 窃$ .. 上小阿仁村仏社字回ノ沢 e e 水田 なし

〈つ) @母 上小阿仁村仏社宇Mhノ田 • o 水田 なし

4 @ o .. 上小阿仁村仏社字小沢口 @ G 水田 なし

5 @昏@母 上小阿仁村仏社字梨木台 .. e 水田 なし

6 窃骨骨骨 上小阿仁村仏社字下合地 " 水田 なし

第24図 県営土地改良総合整備事業 上仏社地区分布調査位童図

(21)県営ほ場整備事業金岡地区

嬬 考

山本町金問地区で実施されているほ場整備事業で、計画面積490加、平成16年度まで 8箇年計画の

事業である。このうち、平成12~13年度事業予定地について踏査及び試掘を行った。

調査の結果、周知の遺跡2箇所を事業予定地に確認した。長峰台遺跡では、旧耕地整理の盛土下に

縄文土器片を確認。この遺跡の取り扱いについては原因者と協議中である。また、乗越遺跡では、旧

耕地整理の盛土に混入する形で土師器縮片を確認したのみで、ほかに遺構、遺物とも検出できなかっ

たことから、工事施工の対応については工事立会とした。なお、事業予定地には今後調査の必要な地

区を残している。

No. 遺跡名 所 在 地 時代 現況 遺構@遺物 備 考

• & G e 山本町外岡字長1I産台 . . 水田 なし

2 " . 唱善 命 山本町外岡字長峰台 .. .. 水田 . .. 
‘S) ) 長峰台遺跡 山本町外向字乗越 縄文 杉林 縄文土器片 周知の遺跡

4 . . . . 山本町外岡字乗越 .. .. 水田 .. . 
;) 提出~ì貴 iMlí UJ本U1T外岡字乗越 吉代 水田 i如 i片 周知の遺跡

6 山本町外岡字乗越 . . 畑地 なし

7 山本町外情l寸米1巴 畑地 なし

24 



(22) 

第25図県営ほ場整備事業金岡地区分布誠査位置図

大久保岱地区

i峰浜村大久保岱地区で実施されているほ場整備事業で、計画面積61hα、平成1

の事業である。このうち平成12年度事業予定地について踏査及び試掘を行った。

第 l節遺跡分布調査

まで6筒年計画

調査の結果、罵知の遺跡 1笛所を事業予定地に確認した。棚ノ木沢遺跡では、縄文土器片の出土に

より遺物包含層を確認。ただし、遺物包含層が施工計画より深い位置にあることから、工事施工の対

応については工事立会とした。なお、事業予定地には今後調査の必要な地区を残している。

(23) 

第26図 県営ほ場整備事業大久保岱地区分布調査位置~

飯塚地区

飯田川町飯j家地区で実施されているほ場整備事業で、計両面積114hα、平成15年度まで 6

る。このうち平成13年度事業予定地について踏査及び試掘を行った。

調査の結果、周知の遺跡 l筒所を事業予定地に確認したが、観音寺遺跡の試掘では遺構、遺物とも

確認できなかった。このため、工事施工の対応については工事立会とした。なお、地元の情報では、

今後の事業予定地に遺跡が確認される可能性があり、今後事業予定地につし、てあらためて調査する必

要がある。

-25 



第3章調査の記録

遺跡名 所在地 遺構・遺物 備考

500 1000 1500 

第27図県営ほ場整備事業飯壕地区分布調査位置図

(24)県営ほ場整備事業 井川東部地区

井川町井川東部地区で実施されているほ場整備事業で、計画面積122出、平成16年度まで7箇年計

五土成田大久保
500 

第28図 県営ほ場整備事業井川東部地底分布調査位置図

(25)県営ほ場整備事業新荘地区

1000 1500 

矢島町新荘地区で実施されているほ場整備事業で、計調面積42hα、平成15年度まで6箇年計画の事

業である。平成13年度事業予定地について試掘した。

調査の結果、新発見の遺跡 l箇所を事業予定地に確認した。下沖田遺跡は、中世陶器片が表採され

たことで新たに確認されたものだが、試掘による遺構、遺物の確認はできなかった。このため、工事

施工の対応につし 1ては工事立会とした。なお、地元情報で中世陶器片が確認された新発見の遺跡(上

JlI原遺跡)を合わせて渇載する。

2G 



第 i節遺跡分布調査

矢島町新荘字下沖田

矢島町新荘字沖田

矢島町新荘宇中岩ノ

日扇面許証7
上川原遺跡 !矢島町新荘字上川原 新発見の遺跡

(26)県営ほ場整備事業 木在地区

矢島町木在地区で実施されているほ場整備事業で、計扇面積41hα、平成15年度まで 5箇年計闘の事

業である。平成13年度事業予定地について試掘した。

調査の結果、新発見の遺跡 i筒所を事業予定地に確認した。山ノ回遺跡は、石器の散布で新たに確

認されたものだが、試掘による遺構、遺物包含層の確認はできなかった。このため、工事施工の対応

については工事立会とした。なお、事業予定地には今後調査の必要な地区を残している。

備
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第 l節

(29)県営ほ場整備事業 大砂川地区

象潟町大砂川地区で実施されている 対象面積30如、 まで 5 の

事業である。 これまでの試掘@確認調査で、 されたヲフキ遺跡lこっし¥ては、

更と一部発掘調査の実施で事業対応、を進めている。 とした部分の内、 これま

で未調査だった部分について、内容を確認するため試掘した。

第32図 県営ほ場整備事業 大砂川地区分布調査位置関

(30)県営ほ場整備事業 間

大曲市から中仙町にかけての四ツ屋東部地区で実施されている 計画面積248加、

平成16年度まで 7衝年計画の事業である。 について、 を行った。

調査の結果、新発見の遺跡4笛所を事業予定地内に、また新発見の遺跡 l

に確認した。中嶋遺跡は、土師器片の出土により確認されたものだが、 による

構を確認できなかったことから、工事施工の対応につい とした。いずれも土師器片の出士‘

により新たに確認された上嘉町遺跡、下嘉町遺跡、 り扱いについては、

めて原因者と協議中である。また、事業予定地に隣接する休耕田で、土師器片@須恵器片の散布によ

り新たに切上遺跡を発見した。なお、

No. 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

跡名

中111鳥遺跡

切よ遺跡

上嘉町遺跡

は今後調査の必要な地区を残している G

- 29 



第3章調査の記録

第33図 県営ほ場整備事業 四ツ屋東部地区分布調査位置図

(31) 県営ほ場整備事業 日暮地区

協和町日暮地区で実施されているほ場整備事業で、計画面積41加、平成14年度まで5笛年計画の事

業である。当面の事業予定地について、踏査及び試掘を行った。

調査の結果、試掘による遺構、遺物の確認はできなかった。

No. 遺跡名 月? 在 土也 時代 現況 遺構 e J童物 備 考
骨骨舎事 協和町七定)11宇日暮 e G 水田 なし

2 . . . . 協和町上淀川字日暮 . . 水田 なし

. . . . 協和町上淀川宇野山口 . . 水田 なし
骨骨骨量 協和町上淀川字野山口 . . 水田 なし

第34図県営ほ場整備事業 日暮地区分布調査位置図

;jf} 



第 1節遺跡分布調査

(32)県営土地改良総合整備事業 落合地区

協和町落合地区で実施されている土地改良事業で、計画面積39加、平成15年度まで6箇年計画の事

業である。当面の事業予定地について、踏査及び試掘を行った。

調査の結果、試拐による遺構、遺物の確認はできなかった。なお、事業予定地周辺の踏査により新

発見の遺跡2箇所を確認した。

No. 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構 e 遺物 備 考

e 也@ 協和町稲沢字長者森 o 水田 なし

2 臨骨盤硲 協和町稲沢字長者森 $ 水田 なし

3 也@魯@ 協和町稲沢字見付回 $ e 水田 なし

4 長者森E遺跡 協和町稲沢字長者森 縄文 畑地 縄文土器片 新発見の遺跡

J 協和町稲沢字台林 縄文 畑地 縄文土器片 新発見の遺跡

第35図 県営土地改泉総合整備事業落合地区分布調査位置図

(33)県営ほ場整備事業 白岩第一地区

角館町白岩第一地区で採択されたほ場整備事業で、計画面積103hα、平成16年度まで 5箇年計画の

る。当面の事業予定地につし 1て、踏査及び、試掘を行った。

調査の結果、試掘による遺構、遺物の確認はできなかった。なお、事業予定地には今後調査の必要

な地区を残している。

No 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構@遺物 備 考

角館町白岩字新堂野口 . .. 水田 なしe 0 母@

2 也" e e 角館町白岩字新堂野口 e .. 水田 なし

3 角館町白岩字新堂野口 水田 なし歯 唱国 母@ . . 
4 @骨骨骨 角館町白岩字新下論 . .. 水田 なし

5 母@勘@ |角館町白岩字新下檎 e .. |水田 なし

第36函 県営ほ場整備事業 白岩第一地~分布調査位置図

円。



第3章調査の記録

(34)県営ほ場整備事業長楽寺地区

中仙町長楽寺地区で実施されているほ場整備事業で、計画面積48加、平成14年度まで5箇年計画の

る。事業予定地について踏査及び試掘を行った。

新発見の遺跡 l箇所を事業予定地に確認した。熊野堂遺跡は、土師器片の出土により

新たに確認されたものだが、ほかの出土遺物、遺構ともなく、工事施工の対応については工事立会と

した。

(35)県営ほ場整備事業花園地区

角館町から中仙町にかかる花園地区で実施されているほ場整備事業で、計画面積119加、平成15年

度まで6箇年計闘の事業である。事業予定地について踏査し、試掘地点の選定を行った。

踏査により、周知の遺跡 1箇所を事業予定地内に、また周知の遺跡 l箇所を事業予定地隣接地に確

認した。試掘地点については今後試掘する予定である。

政;JL1dl:

第37図 県営ほ場整備事業長楽寺地区@花園地区@八幡地区分布調査位置図

つ山っ、υ



第 l節遺跡分布調査

(36)県営ほ場整備事業 中仙南部地区

中仙町中仙南部地区に採択されたほ場整備事業で、計画面積481加、平成17年度まで7筒年計画の

事業である。このうち、平成13年度事業予定地について踏査及び試擦を行った。

調査の結果、周知の遺跡3箇所、新発見の遺跡3箇所を事業予定地に確認した。大根田遺跡、下谷

地遺跡では、ともに遺構、遺物による遺跡の確認はできなかったものの、柱穴状のプランを検出した

地点もあり、工事施工の対応について工事立会とした。また、鑓見内城跡でも、遺構、遺物を確認で

きず、周辺において過去に砂利採取が行われていた経緯を踏まえ、工事施工の対応について慎重工事

とした。いずれも土部器片の出土により新たに確認された下道満遺跡、小鳥田 I遺跡、小鳥田E遺跡

の取り扱いについては、施工方法を含めて原因者と協議中である。なお、事業予定地には今後調査の

必要な地区を残している。

No. 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構@遺物 備 考

大根田遺跡 中仙町鑓見内字大根町 水田 なし 周知の遺跡

2 下谷地遺跡 中仙町鑓見内字下谷地 o 水田 なし 周知の遺跡

3 鑓見内城跡 中仙町鑓見内字暮林 e 水田 なし 周知の遺跡

4 下道満遺跡 中仙町鑓見内字下道満 e e 水田 土師器片 新発見の遺跡

b 小鳥田 I遺跡 中仙町鑓見内字小鳥田 e 水田 土師器片 新発見の遺跡

6 E遺跡 中仙町鑓見内字小鳥田 e 水田 土師器片 新発見の遺跡

(37) 

第38図 県営ほ場整備事業中仙南部地区分布調査位置関

八幡地区(位置図は第37図)

中仙町八幡地区に採択されたほ場整備事業で、計画面積48加、平成16年度まで5

ある。事業予定地について踏査し、試掘地点の選定を行った。試据地点については今後試掘する

である。

っ、υ
円
、

υ



調査の記録第 3

駒場北地区(38)県営ほ場整備事業

太田町駒場北地区で実施されているほ場整備事業で、計画面積73ha、平成14年度まで6箇年計画の

事業である。当面の事業予定地について、踏査及び試掘を行った。

調査の結果、周知の遺跡2箇所、新発見の遺跡 1箇所を事業予定地に確認した。飯Ilj患遺跡では、縄

あること文時代中期の土器片の出土により遺跡を確認したが、遺物包含層が施工計画より深し

から、工事施工の対応について工事立会とした。羽黒堂遺跡では、遺構、遺物の確認ができず、当面

また須恵器片、土師器片の出土により新たに確認されたの工事施工の対応について工事立会とした。

も確認できなかつ飯嶋TI遺跡については、遺物包含層の確認、はできたものの遺物は希薄であり、

とLtこO

備

周知の遺跡

周知の遺跡

新発見の遺跡

たこと、さらに施工計画が遺物包含層に及ばないことから、工事施工の対応にっし

代時

縄文

所在地

太田町駒場字飯嶋

太田町駒場字下回

太田町駒場字飯嶋

太田町駒場字飯1I1鳥

跡名

飯1I1鳥遺跡

羽黒堂遺跡

飯嶋E遺跡

ぬ一

l
一
2
一
3
一
4

駒場北地区分布調査位置関

土!崎-小荒川地区(39)県営ほ場整備事業

千畑町土崎小荒川地区で実施されているほ場整備事業で、計嗣面積329加、平成16年度まで 7

計画の事業である。平成13年度事業予定地について踏査及び試掘を行った。

調査の結果、周知の遺跡3箇所、新発見の遺跡 1箇所を事業予定地に確認した。厨J11谷地遺跡につ

この確認調査に合わせて新たに厨川谷地TI遺跡いては、事業対応の緊急性から確認調査を実施した。

し、I遺跡、中屋敷瓦遺跡の試掘では、前者で石器が2節参照)。またが確認された

後者では縄文土器片の出土及び竪穴住居跡の検出により遺跡を確認した。いずれの遺跡も取り扱いに

ついては原因者と協議中である。なお、事業予定地には今後調査の必要な地区を残している。

No. 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構@遺物 {龍 手J 

)訴川谷地遺跡 千畑町ごと1I時字厨川谷地 古代 水田 土師器片 周知の遺跡、

2 厨川谷地立遺跡 千畑町士11時字厨)11谷地 古代 水田 土坑 新発見の遺跡

3 中屋敷 I遺跡 千畑町士11時宇中屋敷 縄文 水田 石器 周知の遺跡

4 中屋敷E遺跡 千畑町土1I蒔宇中屋敷 縄文 水田 縄文土器片@竪穴住活跡 周知の遺跡

5 . . . . 千畑町士11時宇野田 .. .. 水田 なし

6 . . . . 千畑町土1I蒔字谷地中 .. .. 水田 なし
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第 l節遺跡分布調査

第40図 県営ほ場整備事業土崎・小荒川地区分布調査位置図

(40)県営土地改良総合整備事業 西ノ又地区

南外村西ノ又地区に採択されたほ場整備事業で、計画面積は22hα、平成16年度まで 6箇年計画の事

業である。事業予定地について踏査及び試掘を行った。

調査の結果、周知の遺跡 l箇所、新発見の遺跡 l筒所を事業予定地に確認した。林ノ沢遺跡は事業

予定地に隣接する宅地内で石器等の遺物の散布が顕著であるものの、試掘した水田においては遺物包

含層を確認できず、 18耕地整理時の削平が著しいこと、また検出した柱穴が l基のみであることから

工事施工の対応については工事立会とした。縄文土器片の出土により新たに確認された林ノ沢E遺跡

については、試掘した状況から旧耕地整理による造成が顕著であること、遺物包含層と考えられる土

層を確認したが出土遺物が希薄なこと、遺構を検出できなかったことから、工事施工の対応について

工事立会とした。

No. 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備 考

林ノ沢遺跡 南外村字林ノ沢 縄文 水田・休耕田 縄文土器片・柱穴 周知の遺跡

2 林ノ沢E遺跡 南外村字林ノ沢 縄文 水田 縄文土器片 新発見の遺跡

3 . . . . 南外村字向大小手 -・ 水田 なし

4 . . . . 南外村字無尻橋 . . 水田 なし

5 ー.. . 南外村字無尻橋 . . 水田 なし

第41図 県営土地改良総合整備事業西ノ又地区分布調査位置鴎
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第3章調査の記録

(41)県営ほ場整備事業杉沢地区

横手市杉沢地区に採択されたほ場整備事業で、計画面積192hα、平成18年度まで 8箇年計画の事業

である。当面の事業予定地について、踏査及び試掘を行った。

調査の結果、周知の遺跡 l箇所が事業予定地にかかることを確認した。前通遺跡では、土師器片、

竪穴住居跡などを検出し、遺跡の広がりを確認した。この遺跡については、原因者との協議を経て、

平成12年度に発掘調査を実施した。なお、事業予定地には今後調査の必要な地区を残している。

遺跡名

1 I前通遺跡

所在地

500m 

遺構・遺物 |備 考

土師器片・竪穴住居跡

;:ii Lt 
I : 25，000 歪益i尺ヌド間了

500 1000 1500 

第42図県営ほ場整備事業杉沢地区分布調査位置図

(42)県営ほ場整備事業 福地地区(位置図は第43図)

雄物川町福地地区で実施されているほ場整備事業で、計画面積は375ha、平成18年度まで10箇年計

画の事業である。当面の事業予定地について踏査及び試掘を行った。

調査の結果、周知の遺跡2筒所を事業予定地に確認した。上西野遺跡では、遺構、遺物とも確認で

きず、工事施工の対応について工事立会とした。常野遺跡では、土師器片@石器が表採され、試掘に

より縄文時代の竪穴住居跡を検出した。この遺跡の取り扱いについては、原因者と協議中である。ま

た、事業予定地に隣接して悪戸城跡が周知されているが、周辺の試掘では、遺構、遺物とも確認でき

ず、悪戸城跡は事業予定地まで広がらないものと判断した。なお、事業予定地には今後調査の必要な

地区を残している。

No. 遺跡名 所 在 地 時代 現況 遺構@遺物 備 考

上西野遺跡 雄物川町西野字西野 . . 水田 なし 周知の遺跡

2 常野遺跡 雄物川町柏木字歌舞枝野 縄文 e古代 t田 縄文土器片・竪穴住居跡 周知の遺跡

3 . . . . 雄物川町西野字樋向 -・ 水田 なし

4 . . . . 雄物川町西野字大福谷地 . . 水田 なし

5 . . . . 雄物川町西野字大塚 . . 水田 なし

6 ー.. . 雄物川町常野宇常野 -・ 水田 なし

7 悪戸城跡 雄物川町西野字悪戸 中世 水田 . . .・ 周知の遺跡
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第 l節遺跡分布調査

(43)県営ほ場整備事業 里見地区

雄物川町里見地区に採択されたほ場整備事業で、計画面積は351初、平成16年度まで 5箇年計画の

事業である。当面の事業予定地について踏査及び試掘を行った。

調査の結果、周知の遺跡、2笛所を事業予定地に確認した。蝦夷塚古墳群では、水田より土師器片を

表採したほか、溝状の遺構を検出した。造山遺跡では、砥石の出土により遺跡を確認した。これらの

遺跡の取り扱いについては原因者と協議中である。なお、事業予定地には、今後調査の必要な地区を

残している。

No. 遺跡名 所 在 地 時代 現況 遺構@遺物 備 考

8 蝦夷壕古墳群 雄物川町造U.I字蝦夷塚 吉代 水田 土師器片@溝跡 周知の遺跡

9 造山遺跡 雄物川町造山字造山 古代 水田 砥15 間知の遺跡

10 o 0 雄物)11町造山字南田 水田 なし

11 @ o e 雄物川町造山字南田 " 水田 なし

12 o o @ 雄物川町造山字社ノ前 .. e 水田 なし

13 @ e 雄物川町造山字栗林 7]¥.田 なし

14 @ 雄物川町造山字大関端 e e 水田 なし

メー三

第43悶 県営ほ場整備事業補地地区@車見地区分布調査位置図
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第l節

No. 遺跡名 所 在 地 時代 現況 遺構@遺物 備 考

上村遺跡 稲川町東福寺字上村 古代 畑地 なし 周知の遺跡

2 母@母車 稲川町大倉字岩ノ下 e 果樹園 なし

3 o .祖母 稲川町大倉字下岩ノ下 • 0 畑地 なし

4 " e 母母 稲川町大倉字下岩ノ下 $ e 畑地

/ 

第45図 …般農道整備事業 東福寺地区分布調査役置鴎

(46)山村基幹農道整備事業北沢4期地区

羽後町北沢地区に計爾された農道で、延長1.45畑、幅員5.5mの計画路線について踏査した。

事業予定地周辺には塩出平山遺跡が周知されているが、調査の結果、塩出平山遺跡は計画路線にか

からないこと、事業予定地の大部分がこれまでの開発事業により大きく地形改変されていることを確

認した。

北沢4期地区分布調査位置図
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第3章調査の記録

秋田県立花輪高等学校校舎棟等の建設予定地について、踏査及び試掘した。

調査の結果、少量の縄文土器⑫石器@土師器等を出土し、新発見の遺跡 l箇所を事業予定地に確認

したが、検出した遺構が柱穴跡 i基のみと極めて希薄な確認状況であり、集落跡等が存在する可能性

は極めて低いものと判断されることから、 つい
。
た1レ、と

第47関 県立花輪高等学校改築事業

40 -



2節遺跡範囲確認調査

l 平成11年度補足分

( 1 )一般地方道森岳鹿渡線踏切除却工事

地
相
在

叩

所

巾

跡

悶

噛

理

性

f
E

内

/

h

q

A

M

A
咋

開

h
d

秋田県山本郡山本町森岳宇古館堤頭10-2外

平成12年 3月6日----3月17日

3，050nl 

3，050nl 

と

a 

古舘堤頭E遺跡は八郎潟残存湖の北東部、 JR奥羽本線森岳釈の南方約2.51-∞の地点に位壁する。

と呼ばれる農業用堤の東に位置する堤の堤頭部に立地するが、本来この堤は下刻による

小谷状地形であり、遺跡はそれに臨む小丘様を呈している。

本遺跡の立地する森岳段丘は層厚 5m以上の砂層(砂礁層)で構成される。下伎の段丘固である金

から降下火山灰 (Toya)が検出されていることから、森岳段丘は南関東における

下末吉段丘に相当するものと考えられる。本遺跡、における地山(第V層)は段丘構成層の上に堆積す

る風成土であることが、近接する琴丘町家の下遺跡の調査で確認されている。

b 現況

いる。な

かかる部分は大半が松と杉の植林地であるが、調査に先だって伐採は完了して

している。この林道をはさんで南側は平成11年12月に範囲確認、

ある。

5 

よび直交する方向に、幅 1mのトレンチを設定しておこなった。 トレンチ

には、前回調査のトレンチに続けhてNO.ll~ No.40までの番号を付した。 トレンチの総延長は425mで、

13.9%にあたる。調査の結果、遺構と認めた部分についてはその種別を確認するように努

め、平面図作成および写真撮影により記録した。出土した遺物にはトレンチ名と出土地点を付し、位

するため、調査区中央部から南側の斜面にかけ“

て、 9 し おこなっ

a 

1 5cm。

互

盟層 暗褐色シルト。層厚 5~20cmo 

漸移層。層厚10~15cmo 

~シルト (j也I-Li)口

~シルト(地山)。

A
斗
A



第3章調査の記録

調査区内における各層序の層相および層厚は上記のとおりである。調査区内の地形には起伏があり、

それに応じて層厚は変化する。調査区北側および南側は層厚が厚く、反対に調査区中央部ではE層が

ほとんど認められず浅い。遺跡、の主たる時期である縄文時代中期後葉の遺物はII層、困層から主に出

しており、とくに直層上面に遺物が集中する。前回の調査では、理層中から遺構が構築されている

との結果が得られているが、今回の調査では明確にとらえることができなかった。

b 検出遺構と遺物

調査区各所で縄文時代の竪穴住居跡2軒、土坑13墓、柱穴74基を検出した。

縄文時代の土器 e石器は調査区中央部付近においてとくに多く出土し、調査区北側および南側では

若干希薄となる。土器は大木9式に比定され、遺構の大半は縄文時代中期後葉に属すると考えられる。

旧石器時代の遺物は出土しなかった。

富所見

a 遺跡の種類

縄文時代中期後葉の集落跡であるo

b 遺跡の範関と

今回の範囲確認調査の対象地区全域が遺跡である。前回の調査結果と併せ、 5，050nfが当該工事区

域に係る本調査の範囲となる。

c 発掘調査時に予想される遺構@遺物

縄文時代中期後葉の竪穴住居跡、土坑(フラスコ状土坑)、柱穴、焼土遺構を多数検出することが

予想される。遺物も該期の土器@石器が多く出土することが予想される。

42 -



第 2節

第48図古館堤顕E遺跡位置図
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第 2節遺跡範囲確認調査

0
.
ω
~
H
J
 

「
{
O
O
T
比
呂
・

4

1
パ
ヘ

λ
爪
ー
¥
'
ピ

. 21.25 

草1措E 草
¥ 

¥ノ

¥ミγ21.14
九

。 き'V / ¥ 

， f Q 

、同

I '22." J 
'.. 一一一一 同
‘・. 

臨里君単

--
咽w。/ ¥ノ / / . 

、;. 
?2.77 

/ 
、下とλ

嫌図c且。コ

.?2何t:..

コム 18 
選2 土封22.686 

ロミ K~雪
斗4

'.2.1.8& ， 

ハ 22 .38 I¥._ / 警護 審

22 42 

11 

‘22、Tl'

'22.76 

..:50 A 

〆
弘 。

45 



第 3章 調査の記録
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( 2 )主要地方道秋田
おおまつざわ

①大松沢 I遺跡

i 遺跡所在地

2 範圏確認調査期間

3 範囲確認調査対象面積

ヰ 工事区域内遺跡商積

5 遺跡の立地と現況

a 立地

秋田県秋田市手形字大松沢100-30外

2年 3月8日~3月17日

4，250 n1' 

2，300 nl 

第2節

遺跡は ]R奥羽本線秋田駅から北北東約2.7kmに位置し、手形山台地の南西緑、

地する口調査区は、北側から浸食された沢地が中央に形成されてjヨり、東部は沢地に向かつて東から

西に傾斜する。沢地の南側では地滑りによる地割れが南北に走る。西部は大部分が平坦地となってお

り、これに隣接する路線部分は平成 5年度に発掘調査が行われている。

b 現況

山林@原野である。

5 範囲確認調査の方法

調査は、遺構の確認が不可能な地権り部分を除いた地域につ~¥て、平坦j也@傾斜地には中高1.6mの

トレンチ、沢地には 2m四方の試掘坑を設定し、表土除去終了後、地山田を精査し

無を確認、して行った。 トレンチの表土除去はすヘ人鼎慨し 1.1つ

の8.0%である 0

7 範囲確認調査の結果

a 層序

基本層序は以下の通りである。

[沢地@傾斜地]

第I層黒褐色土(lOYR2/ 2 )。

E層暗褐色土 (10YR3 / 3 ) 

第E層にぶし

[平坦地]

(lOYR 5 / 4 ) 

OCill~20cmo 

4 / 4 )。漸移層。

(lOYR5/6)。地1.110

()~ 

I層褐色土(lOYR4 /4) (lOYR 3 / 4 ) 0 J也すべりによる

40Cillo 

第五層黒褐色土 (10YR 2 / 2 ) 0 I EI表土。

可、対象面積

第皿層 褐色土(10YR4/4)。層厚10cm。部分的に赤味がかったところがあり、全体的に炭化

物が 1%混入している。

(lOYR 3/ 2 )。層厚30cmo炭化物粒子をわずかに

第vJ膏 にぶI;¥黄褐色土(l() YR 5 / 4) ~黄褐色土(l OYR 5 / () )。地1.1.10

平坦地については第1層は東側に、第五@盟層は北東側に堆積している。また所々に地滑り

と思われる地山の盛り上がりが認められる。
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第 3章調査の記録

b 検出遺構と出土遺物

遺構は平坦地西縁部で炭焼成遺構2基、傾斜地北側で土坑 1基、溝跡 l条を検出した。遺物は沢地

付近の平坦地@傾斜地から縄文時代の土器、平坦地東側から近世陶磁器が出土した。沢地から出土し

た土器は磨滅しており、周辺からの流れ込みと判断した。

富所見

a 遺跡の種類

縄文時代の遺物包含地、古代以降の生産遺跡と判断されるo

b 遺跡の範囲と工事区域

平成5年度調査区の東側に隣接した区域のうち、沢地および中央部の地割れ部分を除いた平坦地と

傾斜地である。

c 発掘調査時に予想される遺構@遺物

平坦地では古代以降の炭窯、傾斜地では時期不明の土坑、溝跡が検出されるものと考える。遺物は

縄文時代の土器@石器、近世以降の陶磁器の出土が予想される。

50 -
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第3 調査の記録
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第55図 大松沢I遺跡範囲確認調査結果図(遺構検出地点)
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第56図 大松沢I遺跡範留確認調査結果図(遺物出土地点)
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第

( 3 )主要地方道寺内新屋雄和線地方特定道路整備工事
すわ

①諏訪遺跡

1 遺跡所在地

2 範函確認調査期間

3 範囲確認調査対象面積

4 工事区域内遺跡商積

5 遺跡の立地と現況

a 立地

遺跡は]R奥羽本線四ツ小屋駅から南西に約3畑、雄物川の左岸に位置する口遺跡の束には隣接し

て主要地方道寺内新屋雄和線が通る。西には日本海沿岸の海岸線に沿って発達した丘陵が位置する。

秋田県秋田市豊岩豊巻宇諏訪139-2外

平成12年 3月6日13月14日e3月22日

3，200 nr 
1， 700 nf 

この丘陵には北東あるいは東に向かつて沢が形成され、沢頭部分には石田坂大堤@管沢堤@中沢大堤

等の堤が数カ所に設けられている。遺跡は管沢堤からのびた沢を取り囲む丘陵の先端 し、標高

8 ~16mの段丘上に立地する。調査区南の丘陵上には須恵器が出土している古代の杉の下遺跡や中世

の白華城が位置する。

b 現況

遺跡の現況は、段丘上部は山林、段丘低部は畑地、沖積地は水田である。

6 範囲確認識査の方法

調査は地形を考慮してトレンチまたは試掘坑を設定して行った。畑の平坦部では 1~2m中高のトレ

ンチを、丘陵上では立木等の制約から 2x 2あるL寸土 3x3mの試掘坑を設け、壁面及び皿層..JV層

上面で遺構・遺物の有無を確認した。

調査区は段丘の平坦面から大きく 4地区に分けられる。調査区南端の南部平坦 (8.. 9坑)、南

部平坦面から尾根に沿って北東に広がる東部平坦面 (3~ 7トレンチ..12坑)、東部平坦出から西に

1 ----2段下がった北西部平坦面(1 .. 2 e 10 e 11トレンチ)、北内部平坦面からさらに北に l段下が

った北部平坦面(13トレンチ)である。東部平坦面と北西部平坦面の間には沢が入り込んでI;¥る。

範囲確認調査における延べ試掘面積は290m2で、調査対象面積の9.0%にあたる。

7 範囲確認調査の結果

a 層序

第 I層耕作土。黒褐色土。

第E層 黒褐色土。径 1~3mmの赤褐色土粒や炭化物@小ノb 。遺物包含属。

第E層 にぶい黄褐色土。漸移層。地山を斑状に多く含む。 遺物包含層。遺構確認面。

第JV層貰褐色土。地山口

調査区内の地区ごとの堆積状況は以下の通りである。

[南部。東部平坦面]

I 層が20~40cm堆積している。 If ..罰層は確認されず、 ]層ドが札 J詳のj也山)留である。東部子坦出ー

西側の 3" 5 • 6 トレンチでは I 層が20cmであるのに対して東側の 4 卜レン〆チでは厚く 30~.40CIIl堆積

しており、西から東に向かつて傾斜しているのが確認された。

r-r"J 
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第3章調査の記録

[北西部平坦面]

畑地として利用されていた部分である。 1層が20cm、E層が15------25cm、困層が10"-'15cm堆積してい

る。 1 トレンチ南端では I 膚が東壁で20cmであるに対し、西壁で、は40~50cm堆積しており、西に向か

つて急傾斜していることが確認された。遺物はII・匝層から出土し、遺構はE層上面で検出した。

[~ヒ部平坦面]

I 層が20~30cm、 E層が 5 ------.10cm堆積している。北東隅にのみE層が確認された。厚さは60cm以上

ある。このE層が確認された部分は段丘平坦面端の斜面近くのみである。旧斜面に上部から崩落した

E層が自然堆積したものか、あるいは畑地として利用するために削平したE層を埋め立てた可能性が

考えられる。

b 検出遺構と出土遺物

検出した遺構は竪穴住居跡2軒、焼土遺構 l基、土坑 3基、柱穴 4基である。住居跡のうち l軒に

は部分的に焼土が確認され、さらに数軒の重複があると考えられる。これらの遺構が確認されたのは

調査区北西部平坦面である。

遺物は主に土師器・須恵器が出土し、他に鉄製品・鉄棒@剥片・縄文土器が数点確認されている。

大部分が遺構の検出された北西部平坦面からの出土である。北西部平坦面以外では、東部平坦面 I層

直下から瓦が l点、南部平坦面から剥片が数点出土している。南部平坦面の東は急斜面になっており

斜面下には民家と道路が接している。 季11片のみの出土で遺構は確認されておらず、主体部はこれらの

道路等により高iJ平されている可能性が考えられる。北部平坦面からも土師器や剥片が数点出土してい

るが、上部の北西部平坦面からの流入と考えられる。

8 所見

a 遺跡の種類

遺跡は古代の集落跡であると考えられる。

b 遺跡、の範囲と工事区域

工事区域内では北西部平坦面に遺構が広がるものと考えられる。

c 発掘調査時に予想される遺構・遺物

遺構は北西部平坦面に竪穴住居跡@焼土遺構@土坑@柱穴が計数10基検出されるものと予想される。

さらに鉄製品 e鉄津が出土していることから、平坦面からは鍛冶炉、北西部平坦面東側斜面からは炭

窯跡が検出される口J能性がある口遺物では土師器 e須恵器等が遺構内と包含層から出土するものと考

えられる。
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法
N

路

CJJ 
Uコ
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第2節遺跡、範閤確認調査
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2 平成12年度分

( 1 )主要地方道十二所花輪大湯線緊急地方道路整備事業
し{まないだてあと

①柴内館跡

1 遺跡所在地

2 範囲確認調査期間

3 範臨確認調査対象面積

4 工事区域内遺跡面積

5 遺跡の立地と現況

a 立地

秋田県鹿角市花輪字乳牛平100-2外

平成12年 9 月 25 日 ~10月 20 日

16，220n? 

13， 700m2 

第 2節遺跡範囲確認調査

柴内館跡は、 ]R花輪線柴平駅の南東約2.5加の地点、標高160mの台地ーとlこ位置する。台地の北側

には不動JlI、南側には乳牛川が西流しており、西方約2.51，佃を北流する米代川に合流する。遺跡範囲

の南限は、県道十二所花輪大湯線に沿って台地下を流れる小川で区画されている。 遺跡内は自然の谷

を利用した空堀によって分けられ、各地点には 2段から 3段の曲輸が残されている。周辺には縄文時

代から中世までの遺跡が点在する。特に、この地方には鹿角四十二館といわれるほど中世の館跡が多

く、それらは縄文時代@古代の遺跡と複合する。本館跡内にも縄文土器や土師器を出土する深沢E遺

跡が存在し、南側には乳牛館跡が隣接する。

b 現況

調査前は果樹園 e畑及び杉林だった場所である。現在、調査対象範間のほとんどは伐採が終了して

いる。北端に 2台の乗用車が、南端には農業用資材(ドラム缶等)が廃棄されたままになっている。

6 範囲確認調査の方法

基本的に計画路線の延びる南北方向に、各地点 1~ 3本のトレンチを設定し、およそ20mおきにそ

れに直交する東西方向にトレンチを設定し調査した。 トレンチrll高は 2mであるが、一部は遺構の広が

りを確認するために拡張した。 トレンチの掘削は重機によっておこなったが、空堀に区面された独立

丘状の郭菌、空堀として利用された谷底や帯郭の斜面は全て人力で掘った。遺物は出土位置と層(立を

記録した。実質調査面積は2，100nf、12.9%である。

7 範囲確認調査の結果

a 層序

調査対象範囲が南北に細長く、沢が2本入っているため、層序は地点毎の地形によって若干の違い

がある。台地上平坦面 (Loc.5、6付近)の層序は以下のとおりである。

第I層現地表。耕作土層。層厚10cm。

第E層漸移層。層厚5~10cm。

第E層埋没土壌層。層厚 5cmo 

第N層十和田 a火山灰層。

第V層埋没土壌層。 5~ 10cmo 

第U層漸移層。層厚5~ 10cmo 

第四層 火山灰層(鳥越火砕流)口

。 ~10cm。

場所によっては町)習が薄い地点、 v..vr層 J也点もある。逆に!干口問 a火山灰!百七貰褐色風化

65 
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パミスとして存在する場合と、白

下となる。寅褐色風化パミスは、

での土層堆積が2.5mあるo

b 検出遺構と出土遺物

縄文時代の遺構としては陥

検出され、竪穴住居跡7軒、

くミスとして存在する場合があり、後者の方が層位的には

田a火山灰の再堆積層と考える。遺跡南側の斜面部は、地山ま

i基を検出した。平安時代もしくは中世の可能性がある遺構は多数

3装、鍛冶炉2基、堀@溝8条、段築 l面、柱穴多数

である。遺物は各時代数点ずっと非常に少ない。縄文時代晩期の土器片、平安時代の土師器片、

鉄棒、中世の珠洲|系陶器片、江戸時代の磁器片、寛永通宝が出土している。

S 

a 遺跡の種類

古代の集落であり、中世城館へ移行する時期の遺跡である。{自に縄文時代の狩猟場が複合するo

b 遺跡の範囲と

遺跡の範囲は、 13，700nrである。

c 発掘調査時に予想される

遺跡南側の台地端部 1)には大規模な 3段の帯郭がまわっている。上部 1段目の帯郭は

地平坦商の空堀とつながり環壕を形成している。環壕の内側では平安時代の竪穴住居跡が 3軒あり、

中世の遺物がなしこの範関は古代末の「防御性集落跡」の可能性がある。ただし下部2段の帯郭は

台地全体にまわり、本遺跡南の隣接台地にも延びている。これら 2段の帯郭は中世段階に加えられ、

中世城郭を構成した遺構と考えられる。

中央部独立丘状の部分 2)は、肩部に溝が揺られた上に裾野のカーブがほぼ護角に切られ

ているため、人為による地形改変である可能性が高い。南側の空場内 (Loc.3)には 3m以上版築

して~¥る。版築工法をとるための土留めL事の痕跡が検出されると思われる。現在

大曲線に切られた露頭には竪穴住居跡が露出している。遺物は少ないが、鉄製品が住居

内から出る可能性がある。

また、北側端 4)に l基、仁!こ!央部 7)に l基の鍛冶炉が見つかっている。他に、火

5 )北側 6)に 3~4 基ずつ見つかっている。

遺跡東側の農道下部分からも柱穴が見つかる可能性が強い。道路工事でアスフアルトを剥がすとき

する必要がある。また、東側谷底部分は 3m以上j埋没しており 2mほど掘ったところで水が湧

いてくる。遺物はないがi副総の下を確認する必要がある。他に鍛冶炉があり、鍛造剥片が土壌内

まれているので、土壌を回収し水洗する必要がある。
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第 2節遺跡範囲確認調査

( 2 ) 

①物見坂麗遺跡

i 遺跡所主E地

2 範臨確認調査期間

3 

4 

5 遺跡の立地と現況

a 立地

秋田県鹿角市…ト和田錦木字下野51 3外

平成日年 9 月 25 日~10月 38

12，650nf 

5，500 nf 

遺跡は、 ]R花輪線十和田南駅から南東に約O.

は 133~138mで、遺跡のほぼ中央を東西に

遺跡の北端と南端はともに急峻な崖であるo

b 現況

調査区域内はすべて伐採済みであるが、

臨 範閤確認調査の方法

調査区内には南北方向に幅 1mのトレンチを、道路北側では10mおきに、南側で;Vi20mおきに設定

通称)武張台の西側先端部に{立設する。標高

る。この農道を挟んで北側が一段低くなっている。

リンゴ園である。

し、これに直交する東西方向のトレンチを北側では20mおきに、南側では10mおきに設定した。 トレ

ンチは重機を用いて卜和田 a火山灰層上面まで掘り下げ精査した。遺構が確認できない場合は再び重

機を用いて地山面まで掘り下げ精査した。また、重機による掘削ができなかった筒所は、人力でトレ

ンチや試摺坑を掘削した。試掘面積は約1，260m2で、調査対象面積の約10%である口

7 範囲確認調査の結果

a 

I 

E 

第国

第

第V

第VI

。 ~30cmo

十和田 a火山灰層。 。
lOOcm。

黒褐色土。層)享o~ 1 o CIll 0 

地山口

lO~ 150cmとなる。全体的に立@直層を欠いているところもあり、道路南側中央部

の一部では地山面が削平されているところもある。

b 検出遺構と出土遺物

道路北側では土坑 5基、大溝 1 l基を検出した。大溝は十和田a火山灰)習を掘り

えられる。道路南側は、竪穴住居跡が 2軒、

2基を検出した。竪穴住居跡からは土師器が出土しており

出土していないが、ほとんどは縄文時代の遺構と

性格不明遺構

る。土坑幕は後北式土

込んでいるが時代は不明である。土坑から

器を共伴しており続縄文期の遺構である。二i二坑は、 るいは古代v¥ずれかの時期が考えられ

る。

遺物は、道路北側で縄文土器片 した に少ない。道路南側では、住

門

i



第3章調査の記録

居跡から土師器片、性格不明遺構より縄文土器片が出土したほか、東側で縄文土器片と土師器片が少

した。

事

a 遺跡の種類

検出遺構と出土遺物より、平安時代の集落跡と考えられる。道路南側の南東付近は、土坑慕が検出

されたことにより続縄文期の墓域が想定される。

b 遺跡の範屈と

大溝が検出された道路北側の東寄1， 600 nf、土坑が検出された道路をまたいだ中央部商寄の1，000 nf、

竪穴住居跡や土坑墓が検出された道路南側の南寄2，900nfの3ヶ所に分かれる。

c 発掘調査時に予想される遺構@遺物

道路北側では大溝のほか土坑が10基程度、道路をまたいだ中央部では土坑が数基、道路南側は竪穴

住居跡が 3~4 軒程度、土坑幕が数基、土坑が10基程度検出されると予想される。また、遺構以外か

らの遺物は僅少であると考えられる。

- 72 
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第66函物見坂璽遺跡位置関
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司~2 働 直跡調革開膚必調査

物li.mm遺跡
人溝検出~況{商から}

物処袋班遺跡

事穴住島;跡倹出状況t商から}

物見積E遺跡

11\伴属M'除問状15f~西からj
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第3lIt 誠葺の記録

物見板間遺跡

土J;Jt検出状況(商から)

物見坂直遺跡

土坑高高検出状況{東から)

物見坂瓜遺跡

土抗議より出土した上器片
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第2節遺跡範囲確認調査

( 3 )琴丘能代道路建設事業
にしのさわ

①西ノ沢遺跡

1 遺跡所在地

2 範囲確認調査期間

3 範囲確認調査対象面積

4 工事区域内遺跡箇積

5 遺跡の立地と現況

a 立地

遺跡は ]R東能代釈から、南西に2.8k'1l1に位置している。遺跡の立地する浅内台地の縁辺部では、

東西方向に深く開析された侵食谷が発達し、先端部は吉状台地となっている。遺跡は標高24m'"'-'45m

秋田県能代市河戸JlI字西ノ沢24-1ほか

平成12年 9 月 25 日 ~10月 20 日

q
ゐ

m
ハ
UAU
 

ハ
U
ハ叶
J

Onf 

の舌状台地北端にあり、遺跡内最高部の平坦面と、そこから北東、東、南東の三方に緩〈傾斜する細

尾根からなる。遺跡から北西0.5回には柏子所貝塚があるほか、浅内低地』を望む台地西側にはi日石器

時代、縄文時代、弥生時代、古代の遺跡が点在する。

b 現況

山林であるが伐採済みである。

6 範囲確認識査の方法

遺跡で最も標高の高い平坦面を中心に、そこから各尾根上とそこにある狭小な平坦面に地形を考慮

した上でトレンチを設定し調査を行った。また、遺構の存在が予想されそうな部分lこっし、てはトレン

チを拡張し、その検出に努めた。実質調査面積は1，066 nfで対象面積の11.8%である。

7 範囲確認調査の結果

a 層序

[平坦面]

第 I層黒褐色土。表土。層淳10cIllo

第E層 にぶい黄褐色土。層厚 5CIll。削平を受けたあとがある。

第皿層褐色土。地山。

[北東部の尾根上平坦面]

第I層黒褐色土。表土。層厚3Clllo 

第五層黒色土。層厚15cIllo

第E層 暗褐色土。漸移層。層厚 5Clllo 

第百層褐色土。地山。

b 検出遺構と出土遺物

遺構は全く検出されなかった。遺物は尾根上の狭小な平塩面から縄文時代中期の土器、石器が出土

した。これらの遺物の出土地点を中心にトレンチを拡張し精査した結果、遺物は斜面上部からの流れ

込みによるものであること、遺物の広がりがごく狭い範囲(約15nf)に留まることを確認した。

8 所見

遺構が検出されなかったこと、遺物包含層が存荘しないことなどから、今回の対象範囲は、直ノ沢

遺跡の東端に位置するとみられ、工事区域内での発掘調査の必要性はないと考えられる口
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高/ @持ノ神遺跡位置図
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第 2節 遺跡範間確認調査
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第3章調査の記録

の

/ 

秋田県能代市字塞ノ神82-7ほか

平成12年 9 月 25 日 ~10月 20 自

10，000nf 

6，000nf 
円。
a斗

m
h
J
M

a 立地

遺跡は ]R奥羽本線北金関駅から北西約3.1畑、相染森集落の南東約8001TIの地点、成合台地北部に

位置する。調査区北側、中央、南側はそれぞれ沢地となっており、台地上とは北側と南側で、約10m、

中央で約5mの比高差がある。これらの沢は、調査区の東約750mのーノ沢堤に集まり、そこから北

流する。遺跡の標高は約45~50mである。

本遺跡を含む米代川流域の地形は、更新世以降の海成@河成堆積物からなる台地、低地、砂丘で構

成され、本遺跡の立地する成合台地は砂層および砂磯層からなる。遺跡の北0.7切には、縄文時代後

@晩期の粕子所貝塚が立地する。

b 現況

調査範囲中央を市道が東西に横断する。道路北側は荒撫地であり、南側は雑木林であるが、木は全

て伐採されている。

高 範臨確認調査の方法

計画路線巾杭を基点とし、地形に応じた幅 1mのトレンチを設定した。また、遺構検出と遺物出土

状況に応じてトレンチの増設、拡張を行った。

検出遺構と出土遺物については位置の記録と検出@出土状況の写真撮影を行い、基本層位は主要ト

レンチ24簡所で確認した。実質調査面積は1，320nf、対象面積の13.2%である。

a 

第 1J脅黒褐色土(lOYR3 / 1 )。表土。 3 ~70CID。

第立麗 陪褐色土(lOYR3/ 3 )。層淳6~ 18cIDo 

第直属 褐色土 (10YR4 / 4 )。漸移属。層厚4~ 14cIDo 

褐色土 (lOYR4/ 6 )。地山。

道路南側では部分的に第II..直属を欠く。北側では、表土に均一に地山粒子が混入し、耕作による

近~現代の撹乱を約20CID程の厚さで受ける区域がみられる。地山までの深さは、中央の沢地で最も深

く約1.5mであるが、台地上では約20~30CID と薄い。

b 検出遺構と出土遺物

遺構は、調査区南北端からそれぞれ炭窯 l基づっ検出したほか、竪穴住居跡 l軒、焼土遺構2

土坑34基、柱穴様ピット 8基、溝跡2条を検出した。土坑は道路北側に多いが、埋土が耕作土のもの

もあり、近@現代の撹乱も含まれる。

遺物は、主に土師器片が竪穴住居跡からと道路南側の西端部分から出土している。他に縄文土器片

4点、ブレイク 2点が出土している。

- 82 



第2節遺跡範囲確認調査

8 所見s

a 遺跡の種類

古代の集落跡であるo

b遺跡の範囲と工事区域

調査を要する範囲は北側と西側の標高約45m以上の区域、 6，OOOnlである。道路北側の耕作による

撹乱層は薄く、地山商での調査が可能であり、調査を要する範囲に含まれる。

c 発掘調査時に予想される遺構・遺物

遺構は古代の竪穴住居跡、炭窯、焼土遺構、土坑等が検出されるものと予想される。遺物は土師器

を中心に出土し、特に調査区西側の住居跡周辺で多量の出土が予想される。その他の区域では、遺構

@遺物とも希薄である。

q
-
u
 

n
R
U
 



ー
∞
k
F

瀦
ω
冊
盟
断
、
)
叫
四
灘

第72函 塞ノ神遺跡範囲確認調査対象範囲とトレンチ位置図



第2節遺跡範囲確認調査
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第3革調査の記録
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第2節

( 4 )国道105号国道道路改築工事
すわたい

①諏訪岱E遺跡

遺跡所在地 秋田 内

1月1313 11月15臼

1外

2 

3 

ヰ

5 遺跡の立地と現況

6ヲ600nf

ι300nf 

a 立地

遺跡は森吉町役場から北西に約300mの阿仁川左岸に所在する。阿仁川

蛇行しながら流れ、沖積低地が両岸

し、北は阿仁川に向かう急、!峻な斜面となっており、南に

ら北西に向かつて

として利用されている。

b 現況

遺跡の現況は南側は畑地、他は荒蕪地である 0

5 範臨確認調査の方法

より l ~ ~徴高;地 しており、

田

1 '"'-42mである。

現地形を考慮し に直交する南北トレンチ し、これに るよう

し

トレンチを

設け、法面切りバケットを装着したパ、ソクホー

を精査し、遺構@遺物の有無を詳細に記録した。

今回の調査区には、森吉町教育委員会が平成5年度におこなった諏訪岱E

一部重複する箇所がある(第77.. 78図スケリーントーン部分)。この部分につし¥て

し

レ」

があるため、今回はトレンチ

査対象面積の7.4%にあたる 0

7 範顕確認調査の結果

a 層序

調査区内の基本暦序は以下の通りである。

第 I 層黒色土。表土。層厚10.~50cmo

しなかった。 における 111 

第五層黒色土。 。 ~20cm。

第盟層黒褐色土。 。 ~20cm口

第五7層褐色土。遺構確認面。 lOOcmo 

第V層灰白 地山。

調査区北部の 1" 4トレンチ北端部は阿仁川に向かっ となっており、 1 J習が10 20cm 

堆積し、 I層下には砂i深層が分布する。 4トレンチ南端の試掘坑では、 I 層が20--.30cm 、 JIJ習が 10~

20cm、車層が10~20cm、 が40cm、V らに V層下から砂!深層が確認、

るものと考えられる。 1トレン

I 層 4()~:う()側、 H

が5 積している。 2

されている。北側斜面で確認された砂瞭層はこのV

チは南側では I 層が20~30cm、 rr 層が20cm、困層が20cm、 5 トレ

層が20cm、直層が10~20cm、北側斜面際では 1 層が lOcm、

トレンチでは I 層が20~35cm 、 rr 層が10~20側、直層が l ウF

<~)。

89 



第3章調査の記録

調査区南部の 7 トレンチ西側では I 層が10~20cm堆積し、宜@直層がなく、 I 層下には耕作による

撹乱層が10cm程確認されている。 7 8 トレンチ交点付近では I 層が20~30cm、 E層が10~20cm、困

層が10~20cm、 7 トレンチ東側では I 層が10~20側、 E層が10cm、直層が10~15cm堆積する。調査区

南部は、畑地として利用されていたため、調査区北部とくらべて撹乱を多く受けている。

b 検出遺構と出土遺物

遺構は、 12.. 4 5トレンチから土坑、焼土遺講が検出されたo 4トレンチで検出された土坑

は径1.5m程の隅丸方形を呈する。 1トレンチ東側に位置する1993年度調査区からは、平安時代の竪

穴住居跡が2軒検出されている。

遺物は 6トレンチから縄文土器片が l

g 所見

a 遺跡の種類

したのみである。

縄文時代の遺物包含地及び平安時代の集落跡であると考えられる。

b 遺跡の範囲と

北側斜面と畑による撹乱を受けている南部 (3 6 ~ 8トレンチ)を除く徴高地が遺跡の範囲であ

ると考えられる。

c 発掘調査時に予想される遺構@遺物

遺構では、平安時代の竪穴住居跡のほか、土坑@

平安時代の土器が出土するものと予想される。

-90 -

@焼土遺構等が検出され、遺物は縄文時代と
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事作2ii1lB助事革聞確認絢班

諏訪岱H遺跡

昌司査区鴻索(街から}

~紡岱E遺跡

土~断面(両曜から}

3項目別並置浪跡
土抗検出状況{凶から)
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第3章調査の記録

②叢昏法E遺跡

1 遺跡所在地

2 範囲確認調査期間

3 範囲確認調査対象面積

4 工事区域内遺跡面積

5 遺跡の立地と現況

a 立地

秋田県北秋田郡森吉町米内沢字長野岱149-2外

平成12年11月 8 日 ~10 日

6，600rrr 

3，200rrr 

長野岱国遺跡は、森吉町役場の北1.3km、阿仁川右岸の台地縁辺部に立地する。遺跡のある台地は、

大野台台地の南東部にあたり、隣接する阿仁川低地との境界は比高20m前後の急崖をなしている。遺

跡全体は西に突きだした舌状台地である。なお、本遺跡北東0.4kmには県立米内沢高校があり、本遺

跡の南側の低地には台地末端との境界に沿って秋田内陸縦貫鉄道がほぼ東西に走っている。

大野台台地は阿仁川による河成段丘であるが、地表面は十和田火山灰が覆っているため、形態的に

はローム段丘と称されることがある。本遺跡およびその周囲は、地形的には低中位砂磯段丘に属し、

表層地質は第四紀更新世の火山灰および砂磯より成る未聞結堆積物である。

b 現況

中央平坦部の北側は高さ70cmの地境堤をはさんでスギを主とする樹林地である。中央は荒蕪地で雑

草が生い茂っており、一部は鉄道用の資材置場として利用されている。南側には未舗装道路が東西に

走っている。南端の台地先端部は鉄道法面で削られている。

6 範囲確認調査の方法

地形に応じてトレンチを設定し、中央荒蕪地は重機により表土を掘削したのち、遺構確認面もしく

は地山面を精査して遺構・遺物の有無を確認した。中央荒蕪地の南端では未舗装道路以南への遺跡の

広がりを確かめるため、1.5x1.5mほどの試掘坑3箇所を設定し、人力で表土除去を行ったのち同じ

作業を繰り返した。実際に範囲確認調査を行った部分は、用地買収済の中央荒蕪地4，140rrrのみであ

り、他は未買収のため実施していなし、。範囲確認調査における試掘面積は455rrrで範囲確認調査全対

象面積の6.9%に相当する。

7 範囲確認調査結果

a 層序

遺跡の基本層序は以下のとおりである。

第 I 層黒色土。表土。層厚40~50cm。

第 E層黒褐色土。層厚10~25cm。遺構確認、面。

第困層黄褐色土。地山口

中央荒蕪地の北側、 lトレンチ付近では北西に向かつて開く沢があり、この部分では各層とも屠厚

を増し、地山までは 2m以上の深さがある。表土下80~90cmに厚さ 5 ~10cmの十和田 a 降下火山灰の

堆積が認められ、また、地山である困層黄褐色土も白色粘土化している。中央荒蕪地の南側、未舗装

道路との境界付近では I層の上に砕石を交えた道路造成土が盛られている。

b 検出遺構と出土遺物

検出した遺構は竪穴住居跡4軒、土坑2基、ピット10基である。すべて第4トレンチを含め舌状台

- 96 -



第 2節遺跡範囲確認調査

地の先端に近い西側から検出している。竪穴住居跡はいずれも隅丸方形のプランを呈し、若干ではあ

るが確認面から土師器を出土しているので、北側の沢に向かつて開く沢の両側にまたがる平安時代の

集落の存在が推定できる。

遺物は極めて少なく、前項に記した沢にも入っていなし 10 古代竪穴住居にからんで土師器片 2点、

鉄浮2点を確認したほかは、縄文時代晩期から弥生時代にかけてのものと考えられる土器が第4トレ

ンチ南側でまとまって出土しただけである。

8 所克

a 遺跡の種類

縄文時代晩期もしくは弥生時代の遺物包含地及び平安時代の集落跡であると考えられる。

b 遺跡の範囲と工事区域

範囲確認調査の結果、計画路線中央の南北トレンチを境にしてその西側から遺構を検出したが、東

側からの遺構・遺物の検出はなかった。したがって、中央荒蕪地の西側半分が本調査を要する範囲で

あり、その南北の広がりは北のスギ樹林地については、地境堤付近の平坦地まで、南側は未舗装道路

までである。

c 発掘調査時に予想される遺構・遺物

沢の南側を中心にして平安時代の集落跡が広がる可能性がある。

庁
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場3軍調宜的記録
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( 5 )主要地方道秋田

①関防遺跡

i 遺跡所在地

2 範閤確認調-

3 範閤確認調査対象額積

ヰ 工事IK域内

5 遺跡の立地と現況

a 立地

第 2節

秋田県南秋田郡五城目町小池字開防49--2外

600nr 

7，400nf 

1 月 27 日 ~12月 1 日

遺跡は、 ]R奥羽本線八郎潟駅から東へ約1.8kmの地点に位置する。太平山と 13 

ぶ東部丘陵から流れ出る馬場呂JlIの!日河道(標高 4 m) と両岸の沖積地

し、現在の馬場目)1Iの右岸からは北に約0.31剖である。また遺跡から約1.

古代の櫓を伴う柵列が確認された石崎遺跡、がある。

6 ~ 7 m)に立地

目JlI左岸には

b 現況

水田と一部が畑地である 0

5 範囲確認調査の方法

調査は土地利用状況を考慮、し、水田の区画に沿うように幅 1mのトレンチとこれに

チを設定した。一部 2x3mの試掘坑を設けmての調査も行った。また!日河道は計画路線

レンチを設定し、河床確認のため 2~3mの深掘りを行った円漬構は位置と

可能な限り掘り込み面の把握に努めた。遺物は出土位置と層位を記録し

対象面積の2.8%である。

7 範路確認調査の結果

a 層序

遺跡の基本層序と層厚は以下のとおりである。

[旧河道]

第I層陪褐色土 3/ 3 )。

るトレン

るト

るとともに

ldで

第E層黄褐色土 5/6~5/8) 。 によってはE

2 mo遺物包

られない。

第E層暗青灰色粘土(5 BG 3 / 1 4 / 1 )。

[沖積地]

第 I層暗褐色土 3/ 3 )。

第五層 オリーブ灰色土(lOY5/2)0 1日耕作土。

第E層暗褐色土(lOYR3 / 3 )。層厚 5

第N層 踏褐色土~褐色土 3/3 4/4)。漸移層。)冨厚10CIllo

第V層掲色土 (lOYR4/ 4 )。地山口

盟層は土師器@須恵器が出土する遺物包含層である口 N層 し

層観察から班層を掘り込んでいること した。 い部分では国'"日@

田造成によって削平されたものと考えられる。 ら V層までは20~30cmで、あった。

101 -
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第3章調査の記録

b 検出遺構と出土遺物

調査対象範囲の中央部で方形の竪穴住居跡、円形の土坑、柱穴、焼土遺構を検出した。遺物は西側

と中央部で土師器、須恵器が多く、他に鉄j宰が 2点出土している。中には内外面黒色研磨され

もある。!日河道では遺構も遺物も検出されなかった口

g 

a 遺跡の種類

平安時代の集落跡であるo

b 遺跡の範閤と工事区域

遺跡は旧河道に沿う水田部分(標高 6m以上)に広がるものと判断される。このうち工事区域内に

おける遺跡範囲は遺跡全体の南端部と考えられる。

c 発掘調査時に予想される遺構遺物

遺構は平安時代の竪穴住居跡、掘立柱建物跡、土坑などが100基、遺物は土師器、須恵器を主体に

70箱ほど出土するものと予想される。

-102 
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遺跡範囲碓認調査
第2節
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期3車調査の記録

開防遺跡

遺跡i宣最Util!かr，1

開防遺跡

土抗倹fU状桝(1甘から)

開防遺跡
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第2節

( 6 )主要地方道秋
のせき

/関遺跡

i 遺跡所在地

2 範囲確認調査期間

3 範囲確認調査対象面積

ヰ 工事広域内遺跡箇積

5 遺跡の立地と現状

a 立地

秋田県秋田市太平山谷字ーノ

平成12年 12月 11 日 ~12月日 E

2， 000 m~ 

つ
M
苛
Z
A-l
 

八り

遺跡は、秋田市太平山谷地区上血見内集落の西側、一ノ関橋に面する太平)11

る。調査対象範囲は、主要地方道秋田@岩見@船岡線に沿って北西~南東に細長く延び、標高は

この道路より 3m程度高く、 40m前後である。周辺の太平)11流域には、縄文時代の遺物包含地が点在

している。

b 現状

調査対象範囲の東側は畑地、西側は原野、中央は土取りされている 0

8 範囲確認調査の方法

細長く延びる調査対象範囲の長軸方向および、それに直交するように10本のトレンチを設定し、地

山田まで掘り下げて遺構@遺物の有無を確認した。出土遺物はトレンチ名と出二i二地点を付し、

記録した。実質調査面積は144m2で対象面積の7. である。

7 範鹿確認調査の結果

a 層序

基本層序は以下のとおりである。

1 )麗 黒褐色土 5 R::l/2)。表土(耕作土)0 J曽)字以)~4り Cill o

第五謄 暗褐色土 (lOYR 3/3) ~褐色(lOYR4/4) 。 地山漸移層。 ()---20Cillo 

盟層褐色 (lOYR4/6)。地U-Io

畑地についても耕作の深さはそれほどではなし E層までは達していなL、。ま

には拳大~人頭大程の河!擦が多く見られた。

b 検出遺構と出土遺物

I ら国

遺構は全く検出されなかっ

クレーパー@剥片@残核などの石器が出土した0

8 所見

a 遺跡の種類

縄文時代後期の遺物包含地であるo

b 遺跡、の範聞と

遺構が検出されなかったこと、遺物は耕作土中から出土し、斜面上部からの流れ込みによると考え

にわたって主に I 層から縄文長期の二-1~器片とス

られることから、工事区域内での発掠調査の必要性はないと考えられる。
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第3章調査の記録
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第3章調査の記録

( 7 )県営ほ場整錆事業 土崎@小荒川地区
くりやがわやち

①騎打|谷地@関)11谷地宜

i 遺跡所在地

2 範盟確認調

3 範囲確認調査対象面積

ヰ

秋田県仙北郡千畑町土崎字厨川谷地11-1外

平成12年12月4日'""-'12月15日

65，90011/ 

厨川谷地:14，00011/ 厨川谷地II: 1， 200 n/ 

(未調査区域を除く)

5 遺跡の立地

a 立地

厨)11谷地遺跡は、 ]R奥羽本線大曲駅から真東へ6.51佃にあり、北部に位置する国指定史跡の払田

柵跡から約500mの距離に位置する。

遺跡、は、横手盆地北側の仙北平野中央部にあり、南側は雄物川の支流である丸子川に、北側は丸子

)11に合流する)11口)11に挟まれた低地に立地する。周辺は奥羽山脈に隣接した扇状地で、東から西側に

かけて緩やかな等高線を示す肥沃な水田地帯である。明治の終わり頃から、耕地整理や暗渠排水の設

置など、水田開発が行われている。

北西部に近接する払田柵跡の調査で、外械の内外は古代における旧河道跡が広範に確認されており、

調査対象地も旧河川跡とその氾濫原が存在することが予想される。

b 現況

整然と区画整理された水田跡で、所々に幹線としての用排水路と農道が東西、南北に付設されてい

る。対象区の西境は、幅 1m程の用水路が仙北町との市町村境をなしており、北西側の一角は休耕田

である。そこは湿原状のぬかるみで、背丈の高い雑草が密集している。

5 範臨客室認識査の方法

調査対象面積は、千畑町にかかるほ場整備範菌の約3分の lにも満たない。対象範閉は、周知の遺

跡を中心にした部分と、この東側で明治から大正時代作図とされる古地図の荒地と畑(水田を除く)

部分を合わせた地区である。排水路やパイフラインなどは、当初より掘削対象外とした。

調査は、全域に約50m間隔の格子白状のトレンチを設定し、パックホーで約1.5m幅の表土除去を

行い遺構や遺物の有無を確認した。遺構@遺物が検出できない場合は、更に掘り下げた。調査対象範

間以外であっても遺構@遺物の予想される場合は、 トレンチを延長したり新しく したりしfこ。

だし、東端部分は調査中に地権者の間意が得られなくなり、未調査地区になってしまった。

トレンチの総延長は2，676m、調査面積は4，01411/である。調査面積は対象面積の約 6%にあたる 0

7 範囲確認調査の結果

a 

遺跡の基本暦序は、以下の通りである。

第 I層 黒褐色土(lOYR3/1)。表土@耕作土で盛り土を含む。層厚10'""-'20cmo

第五層 黒褐色土 (lOYR2/2)。酸化鉄の粒子を含む所もある。遺物包含層。層厚20~30cmo

第百層 緑灰色土 (7.5GY6/1)。粘性の強いグライ化土。砂質の所もある。

I層は殆どが水田の耕作土である。ただし調査区北西部では、深さ20cm前後の渇った青灰色土に酸
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第2節遺跡範囲確認調査

化鉄分を含む層が、広範に認められた。これを明治末頃の耕地整理層と捉え、 I層に含んである。 rr
層は、西側の本調査の必要な地区を除いて、 20------30cmの深さで認められる。古代 e中世の遺物包含層

であるo m層では、縄文時代土器片 i点を確認している。 16 トレンチ西端で灰白色火山灰を検出し
たところ、一部火山灰の上部にグライ化土を確認した。さらに、調査対象区北西地区でグライ化土上

面から古代の土器が出土した。第困層は、古代以前の堆積層で縄文時代の遺物を含む層と考えられる。

b 検出遺構と出土遺物

確認できた遺構は、竪穴住居跡 i軒、竪穴状遺構4基、土坑9基、溝跡3条、性格不明遺構4基、

柱穴様ピ、ソト l基である。検出された遺構は、調査区南西側と東側にまとまる。前者は、覆土に炭化

物を含む平安時代の竪穴住居跡や土坑がある。他に、黒色土を覆土とする竪穴状遺構や中世に属する

可能性がある溝跡が見つかった。後者では時代は不明であるが、竪穴状遺構や溝跡、が検出された。

遺物は古代の土師器や須恵器が中心で、中コンテナ 3箱分が出土した。器種は杯@護が殆どで、中

に転用硯や墨書土器の破片も見られる。他に調査区南西端側の溝から、中世め揺り鉢や箸@クルミが

l点づっ出土した。

8 所見

a 遺跡の種類

調査の結果、調査対象区南西側と東端地区の 2遺跡の存在を確認し、前者を厨川谷地遺跡後者を厨

JII谷地E遺跡とした。厨川谷地遺跡は古代・中世の集落跡で、厨川谷地E遺跡も集落跡と考えられる。

b 遺跡の範囲と工事区域

厨川谷地遺跡は調査区南西地区のうち、西を市町村界で区切られた東側の東西約100mx南北約50

mの範囲が中心と考えられる。しかし、その周辺からも遺構・遺物が希薄ながら検出されるため、周

辺も遺跡の範囲に含めてある。厨JlI谷地E遺跡からは、竪穴状遺構や土坑 e溝跡が比較的近接した地

点から検出された。これらを基に遺跡の範囲を推定した。

c 発掘調査時に予想される遺構・遺物

厨J11谷地遺跡からは、竪穴住居跡10軒以上、土坑20基以上が検出されると考えられる。遺物も相当

出土すると思われる。土坑の中には、隅丸方形状を呈するものも含んでおり、転用硯や墨書土器の存

在から、掘立柱建物跡が検出される可能性もある。また、この地区から古銭が多量に検出され、)奇知

の遺跡に登録された経緯がある。中世と推定される溝や箸の存在など、中日:集落に関わる竪穴状遺構

や土坑あるいは掘立柱建物跡などが検出されると考えられる。
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第3章調査の記録

第89悶厨)11谷地遺跡位置関
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第3章調査の記録

( 8 )日本海沿岸東北自動車道建設事業
なかのめ

①中ノ呂遺跡

1 遺跡所在地

2 範臨確認調査期間

3 範臨確認調査対象面積

4 工事区域内遺跡面積

5 遺跡の立地と現況

a 立地

秋田県本荘市内越字中ノ目136外

平成12年11月15a ~ 11月16日
21， 000 nf 

Onf 

中ノ目遺跡は、本荘市北部の内越地区に所在し、 ]R羽越本線羽後岩谷駅の南南西約2.51∞に位置

する。大内町から本荘市を蛇行して流れる芋)11の左岸に広がる沖積地に立地し、標高は10111前後で、

南西に向かつて緩く傾斜している。芋川流域の沖積地および段丘上には中世の集落跡、館跡が点在し

ている。

b 現況

調査区のほぼ全域が水田である。

6 範囲確認調査の方法

路線中心に沿ってトレンチを南北方向に設定し、重機により表土を除去した後、地山面およびトレ

ンチ断面を精査して遺構@遺物の有無を確認した。機層を確認するため深さ 3m前後の試掘坑を数箇

所で掘削した。路線中心No.332以南では水の湧出が激しくかっ土が軟弱であったため、 トレンチ内の

精査が終了した後、重機により埋め戻しを行った。試掘した調査面積は3251ltで、対象面積の約1.5% 

である。

7 範囲確認調査の結果

a 層序

遺跡の層序は、路線中心No.332+40付近を境に南北で大きく異なる。

[南側]

第 I層褐色土 (7.5YR 4/ 6 )。耕作土。層厚30~40crn。

第 E層青灰色粘土 (5B5/1)。層厚40~50crno

第困層 灰白色粘土 (N7 /)。地山。

[~ヒ側]

第 I層掲色土 (7.5YR 4 /6)。耕作土。層厚15~20crn。

第E層黄褐色粘土(lOYR5/ 8 )。地山。

第盟層 青灰色粘土 (5B5/1)。地山。

南側では黄褐色粘土が存在せず、水田造成の際に削平されたと推測される。

b 検出遺構と出土遺物

遺構は全く検出されなかった。遺物は地山笛が残存している調査区北側から出土した。土師器@須

恵器のほか、縄文時代に属すると考えられる剥片が混在した状況で出土しており、いずれも器表面の

摩滅が著しい。

8 所見

今回の範囲確認調査対象範囲内は、 と地山面との層理面が明確であり、漸移層も存在しない

ことから、本来古代の遺跡であったところが最近の耕地整理や造成により遺構面まで削平を受けたと

考えられる。

したがって、工事区域内での発掘調査の必要性はないと考えられる。

120 



第2節遺跡範関確認調査

第94図 中ノ目遺跡 a上谷地遺跡位置図
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かみやち

②上谷地遺跡

i 遺跡所在地

3 

ヰ 工事rg域内遺跡面積

5 遺跡の立地

a 立地

秋田県本荘市土谷字上谷地2外

平成立年11 月 16 日 ~ll 月 21a 
OOOnf 

11， 500 nr 

第 2節

土谷地遺跡は本荘市東部の土谷地区にあり、 J 羽越線羽後本荘駅の東約1. し、 jヒ俣Hこ

秋田県立大学本荘キャンパスを臨み、南側は本荘工業団地に接している。遺跡の範簡は子古川東側の

標高 8m前後の沖積地と、それに続く

標高約25mの二つの丘陵頂部から緩斜面

21In前後まで緩く傾斜している。

~25mの丘陵地にかけてである。丘陵部の西側は、

b 現況

調査区の29，400m2が水田で、 2，600nrが山林である0
5 範囲確認調査の方法

しており、東側は向丘陵頂部か

水田については、路線中心No.294以北および:No.293以南では、 トレンチを南北方向に設定した。

により掘り下げを行い、地山面およびトレンチ断面を観察して、遺構@遺物の有無を穫認、した。 磯)習

を確認するため深さ 3m前後の試掘坑を数カ所掘削した。水の湧出が激しくかっ土が軟弱であったた

め、 トレンチ内の精査が終了した後、重機により埋め庚しを行った。 No.293~294はトレンチを東西方

向に路線栢杭に合わせて設定し、人力により掘り下げを行った。

丘陵は立木の間を縫うようにトレンチを設定し、人力で調査した。

試掘した調査面積は516ぱで、対象面積の約1.6%である。

7 範路確認調査の結果

a 

遺跡の層序は、以下の通りである。

[水田]

I 褐色粘土(lOYR4/ 1 )。耕作土

E 3/1)0 I日耕作ゴ二D

E オリ (7.5Y3/1)。

第N膚灰急粘土(lOY4/1)。地1_Llo

[丘陵]

I (7. 5YR 3 / 3 )。

E 黒褐色土 (7.5YR 3 / 1 )。

(7.5YR4/6)。

第N層黄褐色粘土(lOYR5 / 8)。地山口

b 検出遺構と出土遺物

遺構は、丘陵寄りの水田で、炭化物粒子

123 
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第3章調査の記録

き、それぞれの地山面で溝跡、土坑、柱穴様ピットを検

中世陶磁器、漆器、木製品などが水田から出

した。

[水田〕

a 

と推定される。

b 遺跡の範囲と

は南北の水田を除いた部分で、面掻は8，900ばである。

C と遺物

ピ、ソト、土坑などが検出され、遺物は主に平安時代の土師器、

るものと予想される。

[丘陵]

a 

中世の域館跡と推定されるo

b 遺跡の範囲と

遺跡範囲は丘陵全域で、面積は2，600ばである。

c 発掘調査時に予想される遺構と遺物

遺構は柱穴様ピット、溝跡、土坑などが検出されるものと予想される。
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上谷地遺跡

遠来(北西から}

土谷地遺跡

柱穴検出状況

{水回東から)

上谷地遺跡

土岐検出状況

(丘陵 商から)
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第3章調査の記録

( 9 )湯沢横手道路建設事業

①議連追跡

1 遺跡所在地

2 範閤確認調査期間

3 範囲確認調査対象面積

4 工事区域内遺跡面積

5 遺跡の立地と現況

a 立地

秋田県湯沢市関口字堀量113外

平成12年 9月11日'"'-'9月初日

16，000 nf 

3，300 nf 

遺跡は、 ]R奥羽本線上湯沢駅から南西に約0.2同の雄物川右岸に位置する。雄物川は南北に延び

る湯沢断層群によって方向を支配され、北から南に向かつて流れる。この雄物川に沿って低地が発達

し、段丘堆積物と広い面積を占める沖積層がみられる。遺跡、は河岸段丘上に位置し、東には山地が北

に向かつて傾斜している。東の山地からは雄長子内岳 (470.1m)に水源を発し、三本槍山 (496.6m)

南麓を西流する戸沢川が雄物川に流れ込む。遺跡の範囲は戸沢川が雄物川の段丘上に形成した扇状地

端から雄物川の氾濫源にかけてである。標高は94~99mである。

b 現況

遺跡の現況は荒蕪地である。

6 調査の方法

現地形を考慮して等高線に直交する東西トレンチを設定し、これに交差するように南北トレンチを

設け¥パックホーを使用して遺構の有無を確認した。その後遺構確認聞を精査し、遺構@遺物の有無

を詳細に記録した。

調査区は段丘及び旧沢跡、から 3地区に分けられる。南北を旧沢跡により挟まれた段丘上に位置する

南区(1 '"'-' 13トレンチ)、南区北側のi日沢跡を挟んだ段丘上に位置する北区(19'"'-'34トレンチ)、南区

・北区の西側に位置し、一段低い段丘上に位置する西区(14'"'-'18トレンチ)である。調査対象面積は

南区が3，300 nf、北区@西区が12，700ばである。

範回確認調査における試掘面積は南区が約780nfで調査対象面積の23.6%、北区@西区が約1，200nf 

で調査対象面積の9.4%にあたる。

7 範囲確認調査の結果

a 

調査区内の基本土層は以下の通りである。

第 I層黒褐色土(表土)。層厚20'"'-'30crn。

第豆腐 陪褐色土(10YR3 / 3 )。 遺構確認面。層厚20'"'-'60crn。

第E層 階赤褐色砂際 (2.5Y 3 / 3 )口地山。

南区の南側 (4~ 8 、1l ~13 トレンチ)は、 5 " 6トレンチ間に商に向かつて 1m程下がる段があ

り、この段を境に東と西では層序が臭なる。東側(南区南東部)では I層が黒褐色土(表土、層厚20

~30crn) 、五層が暗褐色土であり、五層上面が遺構確認簡である。西側(南区南西部)の 8 ・ 13 トレ

ンチ及び 6" 7トレンチ南側では、 1層が黒褐色土(表土、層厚20'"'-'30crn)、E層が砂磯(層厚30'"'-'

40cm)、困層が暗褐色土であり、 H層の砂l深層上面が遺構確認面となる。
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第2節

西区ではE層の陪褐色土中に小磯が混じり、砂礁が溝状に分布することから、!日沢跡が埋没したも

のと考えられる。

北区の19~27、 30~34 トレンチでは I 層が黒褐色土 層厚20~30cm) 、 E層が暗褐色土(麗

厚20~60cm) であり、東側の28 .. 29 トレンチで E層が40~60cm と厚く堆積するo

b 検出遺構と出土遺物

遺構は南区E層上面から竪穴住居跡、土坑、配石遺構、焼土遺構、溝跡、柱穴を検出した。特に南

東部 4 5トレンチに集中していることが確認された。 4トレンチの竪穴住居跡からは埋設土器が検

出されており、周辺には焼土@炭化物が分布している。また、土坑の中には確認面にこぶし大の擦が

検出されたものがあり、二と坑墓である可能性が考えられる。南区南西部6ぺ2トレンチ交点付近で検

出された竪穴住居跡は埋土中に小1擦を含み、周囲の遺構確認面にも擦が広く分布する。宿区北東部 l

2トレンチからは柱穴が集中して検出された。 2トレンチ北側からは人頭大のi擦が数個ーヶ所にま

とまって検出され、擦の周囲に黒褐色のプランがみられることから、配石遺構であると考えられる。

@北区では、河)11の影響や畑の耕作による撹乱を受けており、遺構と断定できるものは検出さ

れなかった。

遺物は南区から縄文土器@石器が出土した。遺構が密に分布する南東部では遺構確認面及び排土か

ら土器@石器とも多量に出土している。商区からは陶磁器や縄文土器片が数点出土したが、すべて摩

滅しており、河川により流れ込んだものと考えられる。

島所見

a 遺跡の種類

縄文時代中期の集落跡であるo

b 遺跡の範囲と工事区域

工事区域内の遺跡範囲は南区の河岸段丘である。遺構@遺物の検出状況から、遺跡は工事区域外の

東側に広がるものと推定される。

c 発掘調査時に予想される遺構@遺物

縄文時代中期の竪穴住民跡、土坑、配石遺構、焼土遺構、溝跡、柱穴等が南区南東部を中心に密集

して検出されるものと予想される。遺物は、当該期の土器@石器が出土するものと考えられる。

っ。
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